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 理事長 水 野  雄 二 

 

「見よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは芽生えている。」 

                                                       （イザヤ書 43：19） 

 

はじめに 

 2026年は、年初に思いがけない衆議院議員選挙が行われ、自民党の歴史的大勝となりました。

急激な物価高騰による生活不安が忍び寄る中、政治基盤を固くした政権が適切な政策を展開さ

れることを期待したいものです。社会福祉政策においても、少子高齢化が益々進展する中で、

臨時報酬改定や身寄りなき高齢者支援、介護認定の見直しなどの方向性が示され、地域共生社

会の更なる実現に向けて、有効な施策が実行されることを願います。 

 神戸聖隷福祉事業団は、昨年、創業50周年を迎え、多くの関係者の参加を得て記念行事を行

うことができました。先人たちの熱い祈りと行動によって始められた事業を50年間継続するこ

とができ、神への感謝はもとより、ご利用者、地域、職員への感謝と希望を表明する機会とな

りました。2026年度は、51年目の年として、第2四半世紀に向けての歩みを始めます。そのため

に、「第6期中期計画」（2026～2028年度）を策定しました。そのビジョンを「変わりゆく社会に、

変わらない使命で希望を創ります」とし、ビジョンの実現に向かって歩み出します。 

激しく変化する地域社会の課題に対して、私たちもまた変わらなければなりません。サービ

ス需要の変化は地区によって特徴が異なり、地域ニーズの違いも敏感に察知して対応するため

に、第6期中期計画の策定方法を「ミドルアップ・トップダウン」とし、地区（ミドル）からの

提案を優先させるように準備しました。人材、事業、拠点それぞれに地区及び施設課題を優先

して取り上げ、個々の課題に対して、理事・施設長を中心に細かな実行チームが編成され、進

捗を管理しながら、実現に向けた作業を進めていきます。 

法人全体としての課題解決に向けては、第5期中期計画で実施された委員会を踏襲し、新たに

「人材・理念委員会」「経営強化委員会」「QOL委員会」「広報・DX推進委員会」として再編し、

課題への取組を管理していきます。特に、施設長に多くの新たな人材が配置され、次の時代を

担う管理者の養成に注力すると共に、新しい給与制度を採用し、職員の働く意欲をサポートし

ます。また、既存施設や公益的事業の見直し、継続性の検討を進める一方、神戸愛生園、神戸

明生園で大規模改修が着工され、数年後の完成を目指します。 

 創業50周年で改めて確認された法人の基本理念を「変わらない使命」と堅持しつつも、「見よ、

新しいことをわたしは行う。」と神が宣言された聖句に倣い、私たちもまた、新しい四半世紀に

新しい気持ちで踏み出します。引き続き、戦争や紛争が続く世界に平和が訪れることを切に願

い、また日本にあっても、高齢、障害、貧困など弱く小さくされた人々と共に生きることを願

って、2026年度も歩みを進めていきます。 
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第 6 期中期計画に基づく委員会事業計画 

 

①人材・理念委員会 

（担当理事：有川 洋司） 

 基本的に第 5 期中期計画の「人事委員会」の取り組みを継続し、「人財」の「確保」「育成」

「定着」をさらに発展させるべく取り組みます。そのために「育成」「定着」にとって重要で

ある「理念」の理解と浸透を図る取り組みを委員会のなかに位置づけて実施します。 

 まず、「確保」においては今期も現場職員の協力を得て新卒採用の機動力と訴求力を高める

ことを優先的に取り組み、あわせてキャリア採用についての課題なども検討します。また、こ

れまで施設ごとに取り組んできた外国人人材の確保や育成については法人の共通課題として捉

え、施設を越えた「育成」と「定着」に向けた取り組みを行います。また、それら外国人職員

の活躍の場を拡大する取り組みを通して単に働き手の確保ではなく、グローバルな視点に基づ

いた国際交流に繋がる取り組みを目指します。 

 次に「育成」については従前から実施してきた階層別研修について施設長・課長を中心に検

討チームを編成し、「福祉職員」として各階層で必要となる基本的な内容に加え、より現場か

らの声を反映させた研修となるようにブラッシュアップを図ります。また、新たに新任の施設

長・課長への研修を実施し、次世代の管理職の育成を図ります。 

 最後に「定着」については海外研修の継続や同じミッションをもつ他法人との交流や研修へ

の参加などの具体的な体験を通して法人の理念に対する理解を深めることで法人に対する帰属

意識を高め、「理念」に基づいてしっかりとつながった職員集団の形成に取り組みます。 

 

②経営強化委員会 

（担当理事：久木田 憲彦） 

法人第 6 期中期計画の初年度、国の処遇改善施策や近年の最低賃金の急激な上昇への対応す

るために新たな給与制度の運用を開始します。一本化された処遇改善加算を財源として基本給

体系を見直し、資格手当等を新設することで新たな職員の確保はもとより、今いる職員のモチ

ベーションを高めることを目的としています。しかし、嘱託・契約・パート職員の給与改定に

ついては当初の期限までに完了することができず、今後の社会情勢の動向を見極めながら、10

月の改定を目指し引き続き検討していきます。 

あわせて、中途採用正規職員の処遇を見直す等の正規職員給与制度のブラッシュアップを図

るとともに、積み残しとなっている等級制度や評価制度といった人事制度全般の見直しを、実

務を担う経営諮問委員の参画により完成させることで、職員の人材育成や新たな人材の確保に

努めていきます。 

また、安定した経営基盤を確保するために、兵庫県社会福祉法人経営者協議会と日本公認会

計士協会兵庫支部が連携して実施する「経営協ドック」を活用し、管理職への意識向上を図る

ための支援を行うことで、継続した財務分析による改善策の検討を行い、経営改善計画を策定

することで、持続可能な法人運営を目指します。 

経営分析で見えてくることで、公益的事業を含めた新たな施設規模の適正化や組織体制の再

構築につなげていきます。 

なお、これまで継続して実施している人事評価 Navigator を活用した人事考課や月次予算進

捗管理についても前述の取り組みと並行し、新たな担当者を選任して後継者の育成にも努めて

いきます。 
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③ＱＯＬ委員会 

（担当理事：伊﨑 辰夫） 

第 6 期中期計画の QOL 委員会活動は基本的に第 5 期中期計画の活動を継続して行います。 

法人職員による法人雇用職員への専門研修は過去 2 年の実施で参加者 107 名（正規 61 名、

契約職員等 46 名）あり、アンケートからはその研修内容の分かりやすさ、他施設職員との交流

を含めてその雰囲気など大変好評で、ほぼ全員の方が色々な研修をまた受けたいと言われてい

ます。ただ、参加者の支援レベルにかなり差があるため、今年度は、研修内容と参加者レベル

のミスマッチングをなくし、より参加しやすいものにします。 

職員一人一人の虐待防止への意識を高め、支援姿勢を自ら振り返ることを目的に、「虐待防止

チェックリスト」を年 2 回実施します。また、現在行っている支援が適切であるか、不適切で

あるか、虐待であるかを施設で検証し、支援の振り返り、業務の見直しに繋げていくために「不

適切ケア事例学習会」を継続します。 

満足度調査は、ご利用者に施設評価をしていただき、調査に協力して頂いたご利用者やご家

族に施設としての姿勢を示すために実施後に公表を行います。 

2026 年度は特に委員会（チーム）としてのまとまりを重視し、早期にチーム内の QOL に対す

る共通認識と活動方針の決定に努め、第 5 期中期計画では集計程度しかできなかった事故防止

対策も含めて、施設をより良くするために施設職員自身が自施設で評価の調査・計画・実行・

改善と PDCA サイクルを構築できるように取り組みます。 

 

④広報・ＤＸ推進委員会 

（担当理事：吉本 ひろみ） 

2026 年度からの取り組みとして、広報を「戦略」として捉えて有効活用します。現在法人ウ

ェブサイトでの情報公開と、ＳＮＳ（フェイスブックとインスタグラム）への投稿を行ってい

ます。また施設独自のＳＮＳを投稿している所もあります。上手な見せ方を学び閲覧数を増や

すことによって、施設利用や人材確保のひとつの手段として活用します。制作スキル以外にも、

ＳＮＳを使うことのリスクを学び、法人情報発信手段として一定のルールを決めて運用します。 

法人ウェブサイトについては法人管轄ページと各施設のページがありますが、各施設の担当

者への働きかけを行い、それぞれが適切に情報を更新できるように勧めます。こちらも閲覧数

を増やし、特にパソコンだけでなく、スマートフォンなどで見る件数が半分近くあるので、そ

の見え方にも注意し、見てもらいやすいサイトを運営します。 

 これまで発行してきた法人広報誌「洗足」と、職員報「SEIREI」は継続してそれぞれ年 2 回

ずつ発行します。「洗足」は法人ウェブサイトに PDF でも掲載しておりますが、デジタル化に馴

染みがない方もおられますので、紙媒体の発行を継続します。 

 多くの施設が計画にあげている業務効率化については「DX 推進」担当として施設間に格差が

生まれないように調整します。法人全体で足並みをそろえて DX 化に取り組めるように情報共

有を行い推進を図ります。 

 第 5 期中期計画で着手できなかった法人ＢＣＰ計画策定については喫緊の課題となっていま

す。施設のＢＣＰ計画（災害・感染症）は義務化され全ての施設で策定済みですが、法人ＢＣ

Ｐ計画（災害）は大規模災害時の対応に必須となります。特に但馬・神戸両地区に至る災害を

想定したＢＣＰ計画を策定する必要があり、但馬地区理事の協力を得て策定します。 
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第 6 期中期計画に基づく地区事業計画 

 

但馬地区 

（小山 哲也） 

但馬地区第 6 期中期計画では、「共に支え合い、すべての人が希望を持てる明日へ」～チャン

ス・チャレンジ・チェンジ～を但馬地区ビジョンに掲げ、但馬地区全施設が、ご利用者とご家

族の安心・安全な生活を継続できるよう時代のニーズに合わせた福祉サービスを提供し、すべ

ての人が希望を持てるようにするために、職員の成長のサポートと地域の皆様へ向けた施設の

アピール及びつながりの強化、児童、障害者、高齢者施設の役割の再検討に取り組みます。 

①「法人のマインドを持った元気な職員をいっぱいに」では、元気な職員の育成に努め、活

気があり楽しく仕事ができる職場づくりを目指すとともに、施設を超えて主任・副主任が

活躍できる場を設定し、施設間連携を図りながら学び合いの機会を通して職員の成長をサ

ポートすることで、但馬地区職員の自然なコミュニケーションの創出に取り組みます。 

②「但馬地区に夢を持ってムーブメントをおこす」では、地域へ法人を知っていただくため

の取り組みとして、民生委員との協力強化を図り、地域課題に対する取り組みと各施設の

特色を知っていただくための福祉体験や見学会の実施に取り組みます。 

③「誰もが笑顔になれる居場所づくり」では、各施設の役割を明確にし、児童、障害、高齢

の運営方針を打ち出すと共に、施設等の老朽化への対応やご利用者のニーズに応じた適切

な日中活動の場の提案、効率的な事業運営に取り組みます。 

 

神戸地区 

（大森 陽子） 

 神戸地区では、「みんながつながり、ワクワクする未来のために創造的進化を続けます」とい

うビジョンのもと、第 6 期の計画を進めていきます。 

①「職員を大切にし、ワクワクできる職場づくり」として、事業所間交流を進め、初年度は

地区の 3 分の 1 程度の施設で交流体験を実施し、施設を超えて職員同士がつながり合える

風土を育てます。あわせて、職員のモチベーションアップにつながる実効性の高い研修体

系の実現に向け、研修ワーキングチームを立ち上げて検討します。 

②「選ばれるサービスの創造」に向けて、課題となっている事業再編に本格的に取り組みま

す。厳しい経営状況にある施設については、改善の可能性を丁寧に見極めながら、統廃合

も視野に入れて慎重に検討を進めます。また、理学療法士を中心とした専門職チームの創

設を検討し、必要な施設へ専門性の高い支援を提供できる体制を整備します。さらに、グ

ループホームのバックアップ体制強化として、人員体制の不足やバックアップ施設の疲弊

を踏まえ、支援拠点の整備や職員の兼務体制を取り入れることで、拠点間で支え合える仕

組みづくりを進めます。まずは地区を 2 つの拠点に分け、職員交流から取り組みを始めま

す。また、親なきあとの支援を見据えた地域生活支援の充実として、自立センターひょう

ごがバックアップ施設となるグループホームの開設をめざします。加えて、神戸愛生園・

神戸明生園の大規模改修を予定し、ご利用者にとってより快適な生活空間づくりを進めま

す。 

③「業務のスマート化」として、通所施設での記録システム導入を検討し、DX 化を積極的に

推進します。先進機器の活用や AI の導入により業務効率化を図り、サービスの質の向上に

つなげていきます。 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖隷歴史資料館 

管理者  久木田 憲彦 

 

神戸聖隷歴史資料館の基本方針 

1. 収集・整理・保存を通して、創始の思いを学び、そして後世に伝えます。 

2. 調査研究を通して法人の特色を発信します。 

3. 歴史資料の展示を職員研修に積極的に活用して、職員のモチベーションを高めます。 

4．社会福祉事業の不透明な将来に向けた逞しい展開を考える場にします。 

 

2026年度の事業計画について 

昨年度、法人創業50周年を迎え法人の沿革や資料を展示するとともに、法人の活動を紹介す

ることで、地域社会との連携強化と広報活動に力を入れていきます。また、保管している資料

の分類と展示活用に努めます。 

50周年記念事業の一環として展示ボードの更新を計画していましたが、今年度の開設10年を

機に創業50周年にふさわしい展示資料への入れ替えを実施します。 

ギャラリーの展示利用促進についても、各施設での創作活動での作品展示をあったかプラザ

と連携してより積極的に進めていきます。また、法人ホームページにて歴史資料館の情報を発

信することで、より多くの方々の作品を展示いただくとともに、地域の方々に観覧していただ

けるような広報活動を行います。 

また、職員研修等で法人の歴史に関する学習機会を提供するとともに、定着してきたサイエ

ンスキャンプの会場提供など、市内の子供たちへのアプローチを継続することで、法人はもと

より福祉への理解を深められるように努めます。 

 自然災害が多発する昨今、竹田中町区の「指定緊急避難場所」として、万が一の居場所とな

るように中町区との関係性を引き続き強化し、地域に協力できるよう努めていきます。あわせ

て、集会・イベント会場としての場所開放等、地域の方々が気軽に足を運ぶことのできる場と

なるよう情報提供にも努めます。 

 

1.事業概要 

 開設年月日：2016年11月23日 

活動内容 

（１）歴史資料の収集・整理・保存 

（２）調査研究 

（３）地域連携・協働 

（４）管理運営 

（５）地区統合事務の運用 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 平生園 

施設長 松本 雄二 

 

平生園の基本方針 

1. ご利用者が安全で安心できる介護を提供いたします。 

2. ご利用者を人生の先輩として尊敬する心をもって介護いたします。 

3. ご利用者にやすらぎのある生活の場を提供いたします。 

4. 地域と共に歩み、地域に生きる（活きる）施設を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

  利用者、家族、職員全ての人が安心して暮らし、安心して働ける、幸せを共に育む施設を

目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

 第 6 期中期計画では、有能なスタッフの確保とサービスの質を担保した上での業務負担の軽

減、そして基盤となる効率的な施設経営の 3 点を重点取組みテーマとして強力に推し進めます。 

 平生園ではこの数年間において、人材の確保に苦慮してきました。誰でも働きやすく活躍で

きる環境を構築することによって人材を確保できるのではとの考えのもと、常勤にこだわらな

い人材確保と経験に応じた個別の育成方法の見直しを行います。 

 次に職員の負担軽減を目的として、補助金を活用した ICT 機器の導入などを進めます。ただ、

機器の導入を既成事実として考えるのではなく、デモ機による確認を十分に行い、その後委員

会による検討を行った上で導入し、導入した後もそれらを有効活用できるように、PDCA サイク

ルによる見直しを行い、確実に職員の業務負担の軽減に繋がるようなスキームを構築します。 

 最後に、継続的な安定経営を目的として、施設運営の全ての事業（タスク）を一施設が担う

のではなく、人材の確保と教育を担当する施設、余力を持った経営により他施設をサポートで

きる施設、地域に貢献することや地域住民に寄り添うことに重きを置き、法人の存在をアピー

ルできる施設など、法人内近隣施設と連携して施設経営が可能な協力体制を構築します。 

また、単年度の事業計画としては、コンプライアンス違反や加算の過誤請求がないように、

事業運営に必要な知識を役職者で共有します。加えて、現状で算定可能な加算や新たな加算の

可能性など、機会損失することがないように定期的な検証を行います。さらに、法人内で資金

を循環できる仕組みについても、法人内他事業所と協力して推し進めます。 

 

1．事業概要 

 開設年月日：1991 年 11 月 11 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

特別養護老人ホーム (第 1 種) 介護老人福祉施設 60 名 要介護高齢者 1991 年 11 月 11 日 

老人短期入所事業  (第 2 種) 短期入所生活介護 空床型 
要介護・要支援 

高齢者 
2013 年 4 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1 有能なス

タ ッ フ の

確保 

(1）過不足の

ない人員配

置 

・年齢、国内外、

フルタイム、パー

トタイムにとら

われず、適材適所

に職員を配置 

・業務量と人

員数のバラン

スを可視化し

人員の過不足

を把握 

・外国人人材、

短時間勤務職

員、高齢職員

の受入れ体制

の整備 

・安定した人

材確保と計画

的な人員補充

の仕組みの確

立 

2 サービス

の 質 を 担

保 し た 上

で の 業 務

負 担 の 軽

減 

(1)有効活用

できる ICT

機器等の導

入 

・補助金を活用し

て先進機器を導

入し、業務負担を

軽減 

・各種 ICT 機

器の必要性を

デモ機にて確

認 

・ 先 進 機 器

（ICT 機器）

の導入と有効

的な使用 

・PDCA サイク

ルにてより有

効的な使用を

検討 

3 効率的な

施設経営 

(1)法人内各

施設で業務

を役割分担

できる環境

整備 

・職員確保、職員

教育、黒字経営、

外部への発信等

を一施設でなく

複数の施設で役

割分担 

・法人内他施

設とそれぞれ

の役割分担に

ついて検討 

・担う役割に

ついて知識を

深め、実施に

向け準備 

・計画に沿っ

て実施 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

1 理念を学ぶ機会の継

続 

① 法人理念の唱和 

② 小西牧師を講師とした理念勉強会

の実施（6 回/年） 

・理念に基づいた支援の在

り方を知る 

2 看取り介護の充実 ① ご利用者ご家族と看取りについて

の知識を共有 

・家族向けの看取り冊子の

作成 

3 接遇の向上 ① 接遇勉強会の実施 

② 接遇アンケートの継続 

③ 虐待防止セルフチェックリストを

活用 

・ご利用者やご家族に満足

いただける言葉遣いと対応 

4 魅力ある施設の情報

発信 

① ホームページの有効活用と更新 ・共に働きたいと思える魅

力あるホームページの製作 

5 法人内他事業所へ一

部業務を委託 

① 委託可能な業務の洗い出し 

② 業務を法人内他事業所へ業務委託

するスキームの構築 

・法人内で資金を循環 

6 人材育成方法の見直

し 

① 配置部署で活躍できるスキルの習

得 

・OJT（エルダー制度）を活

用した育成方法の見直し 

7「仕事」の棚卸を実施 ① サービスの一部を外部事業所等に

委託 

・介護スタッフは主業務に

専念できる環境を整備 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

8 利用者、職員の満足

度の向上 

① 高効率の業務の確立 ・生産性向上委員会の活動

及び課題の抽出と改善 

9 事業の健全な運営 ① 事業運営について基本的な知識を

役職者で共有 

・事業運営のためのコンプ

ライアンスと各種加算算定

要件の知識共有 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 わらしべ 

施設長 松本 雄二 

わらしべの基本方針 

1．常にご利用者に寄り添い、心の安心を提供します。 

2．私たちは、ご利用者が安心した日常生活を送ることができるよう、支援を行います。 

3. 私たちは、ご利用者に役割を持っていただき、家庭的な環境の下で生活を送っていただ 

ける様に支援を行います。 

4. 私たちは、ご利用者の身体拘束及び、行動の制限に繋がる行為(言動)は行いません。 

5. 私たちは、個人情報に関する守秘義務を遵守します。ご利用者が安全で安心できる介護を 

提供いたします。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 その人らしく（自分らしく）楽しく生きる。日々の生活から看取りまで選択できる施設 

づくりを目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

今年度は第 6 期中期計画を策定し取り組む初年度となります。わらしべのビジョン「その人

らしく（自分らしく）楽しく生きる。日々の生活から看取りまで選択できる施設づくりを目指

します。」を継続し取り組んで参ります。特に、第 1 番の重点実施項目として「現職員でできる

サービス内容や時間配分を見直す」では、限られた人員の中で全職員が知恵やアイデアを出し

合い業務を見直すことにより、利用者支援に必要な時間を捻出することを目的とします。 

第 2 番は「わらしべに暮らす利用者が幸せを感じる支援の提供」です。できていたこと、や

りたいことなど、ご利用者の願い、住み慣れた地域への訪問やご家族との交わり、地域からの

生活の延長を感じられる普段の暮らし、ニーズに沿った個別支援の提供です。お一人おひとり

の思いを実現することはわらしべの根幹ですので、第 6 期中期計画においても継続いたします。 

第 3 番に「わらしべで職員が長く働きたい（働くことができる）職場環境・業務内容整備」

としました。職員と利用者が信頼し合える関係を継続するためには、同じ職員が支援にあたる

ことは重要であると考えます。また、専門職として活躍できる職場環境づくりに取組みます。 

施設保全整備に関しては、経年劣化による様々な設備の修繕、ご利用者の重度化に対応する

ための備品の整備により、みんなが住みよい働きやすい環境にできるように努めてまいります。  

 

1．事業概要  開設年月日：2004 年 4 月 1 日  

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

認知症対応型老人共同生活援助

事業        (第 2 種) 

認知症対応型共同生

活介護 
18 名 

認知症要介護・ 

要支援高齢者 
2004 年 4 月 1 日 

老人短期入所事業  (第 2 種) 
短期利用認知症対応

型共同生活介護 
空床型 

認知症要介護・ 

要支援高齢者 
2012 年 11 月 1 日 
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  2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1 現職員で

可 能 な サ

ー ビ ス 内

容 や 時 間

配 分 を 見

直す 

①業務の「仕

分け」と「断

捨離」 

・業務を見直し

職員が利用者支

援に必要な時間

を捻出する 

・現在提供サ

ービス内容や

時間配分の状

況把握を行う 

 

・業務の「断

捨離」必要・不

必要・変更・継

続を考える 

 

・「ゆとりを 

ケアの力に」

捻出した時間

を利用者との

関わりの時間

へ 

2 わらしべ

に 暮 ら す

利 用 者 が

幸 せ を 感

じ る 支 援

の提供 

①わらしべ

での生活で

自己実現が

可能となる 

・利用者が「得意

なこと」や「強み」

を用いて、わらし

べで主体的な生

活を送ることが

できる 

・再アセスメ

ント： 利用者

一人ひとりの

「大切にして

いる習慣」や

「保有能力」

を掘り起こす 

・その人らし

い「居場所」

「有用感」を

日常生活の中

で感じられる

支援が提供で

きる 

・わらしべで

主体的な生活

を送ることが

できる 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

1 研修参加と伝達研修

実施 

① 内部・外部研修への計画的参加と自

主的な研修参加へのサポート 

② 伝達研修の継続 

① 必要な研修への参加に

よるスキルアップ 

② 伝えることで学びを深

め、互いに学び合う風

土の構築 

 

2 個々のニーズに沿っ

た個別支援の提供 

家族と共に支援を提供 

 

① わらしべでの暮らしを豊かにする

ために 

・個別支援の提供 

・保有能力に着目したカンファレンス

の実施 

・家族を巻き込んだ支援の提供 

・家族交流会の開催 

①  
・利用者主体の個別支援を

実施し満足度に繋げる 

・個別の能力に着目した支

援提供 

・家族と共に利用者を支援

する関係づくり 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

3 わらしべで職員が長

く働きたい 

（働くことができる）

職場環境・業務内容整

備 

 

① 事務作業の簡素化 

・職員が利用者と接する時間を物理的

に増やし、職員が「やりがい」を再確認

し、誇りを持って働ける環境にする 

 

① 記録内容、その必要性

等見直す 

・選択式や定型文の導入に

より、事務作業時間を削減

する 

② みんなでエルダー 

・職員の育成を皆で行う 

・勤務するすべての先輩職員が教えら

れる仕組みづくり 

② 現在の育成マニュアル

の見直し、チェックリ

ストの整備 

4 地域貢献 

地域福祉教育への 

取り組み 

わらしべを地域にアピ

ール 

① 福祉教育の受入れと職員派遣、及び 

利用者作品を通してわらしべの存

在を地域にアピールするために 

・実習生等の受入れ 

・福祉体験学習への参加 

・文化祭出展及び展示作品の定期更新 

・Facebook 等の SNS への作品掲載 

 

① 実習の受け入れや福祉

体験学習への参加、ま

た利用者作品を出展す

ることで地域にわらし

べを知ってもらう 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 さくらの苑 

施設長 小山 哲也 

 

さくらの苑の基本方針 

1. 利用者が安全で安心できる介護を提供いたします。 

 2. 利用者様を人生の先輩として尊敬する心をもって介護いたします。 

3. 利用者様にやすらぎのある生活の場を提供いたします。 

4. 地域と共に歩み、地域に生きる（活きる）施設を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 誰もが心地の良い愛のある施設を目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

 さくらの苑は、2026 年 5 月 1 日で開所 10 年目を迎えます。開所当初から地域密着型介護老

人福祉施設と地域密着型通所介護、短期入所生活介護、居宅介護支援事業の 4 つの事業を実施

し、地域に根付いた施設を目標に掲げ、「さくらの苑があるから安心ね」と言っていただけるよ

うご利用者やご家族、地域の皆様からのニーズや相談に対応してまいりました。 

2026 年度からスタートする第 6 期中期計画として、1 つ目のテーマは「楽しく主体的に成長す

る」としました。新採用職員（正規、契約、パート）に対する育成プログラムを作成します。

基本となるプログラムと職員個々に合わせた育成ができる体制整備を構築します。またチーム

としてのレベルアップと各職員のスキルアップができるよう勉強会の立案・実施、研修への積

極的参加に取り組みます。 

2 つ目のテーマは「誰もが気軽に集える施設を目指す」としました。地域の皆様にさくらの苑

の事業を知っていただくことと連携強化を図るため、交流会や福祉体験学習の実施に取り組み

ます。 

3 つ目のテーマは「職員の負担を減らし、利用者の安心・安全・満足度を高める」としました。

勤務時間の見直しと福祉機器の有効活用、高齢者施設連絡会の定期開催、ユニットケアの学び

を計画し、支援が必要な時間帯に職員を配置し、ご利用者支援の充実を図ると共に職員が働き

やすい環境整備に取り組みます。 

これからもご利用者とご家族への支援を継続するとともに、地域の方と職員が協力することで

住み慣れた地域で自分らしい生活が送れるように取り組んでまいります。 

 

1．事業概要 

  開設年月日：2017 年 5 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

特別養護老人ホーム (第 1 種) 
地域密着型介護老人

福祉施設 
29 名 要介護高齢者 2017 年 5 月 1 日 

老人短期入所事業  (第 2 種) 短期入所生活介護 10 名 要介護・要支援 2017 年 5 月 1 日 
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高齢者 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  (第 2 種) 地域密着型通所介護 18 名 
要介護・要支援 

高齢者 
2017 年 5 月 1 日 

公益事業 居宅介護支援 － 
要介護・要支援 

高齢者 
2017 年 5 月 1 日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1. 楽 し く

主 体 的 に

成長する 

施設内での

課題に基づ

いた研修の

開催 

・チームとしての

スキルアップ 

・課題の抽出 

・研修会の内

容検討 

・テーマの決

定 

・研修会の開

催計画・実施 

・研修内容の

共有 

・研修会の定

期開催 

・利用者支援

へ反映振り返

り 

2. 誰 も が

気 軽 に 集

え る 施 設

を目指す 

地域の方々

と交流を持

つ 

・地域の方が集え

る施設を目指す 

・交流会の内

容と実施方法

の検討 

・交流会実施 

・福祉体験学

習の検討と実

施 

・ボランティ

アの把握と受

け入れ態勢整

備 

・定期交流会

の開催 

・福祉体験学

習の実施 

・ボランティ

アの受け入れ 

3. 職 員 の

負 担 を 減

らし、利用

者の安心・ 

安全・満足

度 を 高 め

る 

勤務形態の

見直し 

・利用者支援の充

実 

・支援が必要

な時間帯の調

査実施 

・職員の働き

やすい勤務形

態の調査 

・勤務形態の

変更（案）作

成 

・勤務形態変

更（案）の試

行 

・新勤務形態

の実施 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

1.楽しく主体的に成長

する 

①育成プログラム作成 

・委員会の設置 

・育成プログラム（案）作 

成 

②施設内での課題に基づいた研修の開

催 

・課題の抽出 

・研修会の内容検討 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

③自ら学びたい研修の受講 

・各職員の研修ニーズの把

握 

・希望する研修会の受講 

・伝達研修の実施 

2.誰もが気軽に集える

施設を目指す 

①地域の方々と交流を持つ 
・交流会の内容と実施方法

の検討 

②一体的支援プログラムの実施とミニ

デイへの参加 

・一体的支援プログラムの

実施 

・ミニデイの共同開催 

③民生委員との連携強化 

・地域課題の把握 

・知名度アップ 

（運営事業の周知） 

・地域との繋がり 

3.職員の負担を減ら

し、利用者の安心・安

全・満足度を高める 

①勤務形態の見直し 

・支援が必要な時間帯の調

査実施 

・職員の働きやすい勤務形

態の調査 

・勤務形態の変更（案）作

成 

②ユニットケアを学ぶ 
・施設内での勉強会実施 

・他施設見学 

③ICT・福祉機器の有効活用 
・既存機器の活用 

・新規機器の導入検討 

④高齢者施設連絡会の開催 

・但馬地区 3 施設で情報共

有（入居希望者・加算取得・

研修会・業務改善など） 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 恵生園 

施設長 大橋 幸司 

 

恵生園、グループホームめぐみの基本方針 

１.私たちは ご利用者の人権を尊重し自ら選んで決めていただけるサービスを提供します。 

２.私たちは ご利用者が活き生きと喜びをもって生活できる施設を目指します。 

３.私たちは 自ら率先して話し合える職場づくりに努めます。 

４.私たちは 街の声に応え 地域に貢献できる施設を目指します。 

 

放課後等デイサービスめぐみの基本方針 

 １.こども達一人ひとりの個性を大切にし、豊かな育ちを支えます。 

 ２.こどもと保護者に寄り添い、成長を喜び合うことができる施設を目指します。 

 ３.こども達の未来のために、地域に愛される施設を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 職員一人ひとりが成長し、地域とともに、安心と笑顔が広がる未来を創ります 

 

2026 年度の事業計画について 

 2026 年度は、第 6 期中期計画の初年度であり、6 月には恵生園が、開園 50 周年を迎える節目

の年です。記念式典を実施するとともに、人材確保や日帰り旅行・日中活動の充実、また業務

効率化を重点課題として、計画的に取り組みます。 

人材面においては、介護基礎研修の受講を進め、まずは、身体介護支援等ができる職員の育

成を図ります。また、外国人雇用に関する情報収集と受け入れ体制の検討を行うとともに、採

用支援事業者等を活用し必要な人員を早期に確保することで、欠員による業務停滞を防ぎ、安

定した職場環境を整えます。 

サービス面においては、利用者の希望を踏まえ、日帰り旅行や外出行事を計画的に実施しま

す。また、重度高齢化が進む利用者について、本人・家族と相談しながら、必要に応じて他事

業所への利用移行を含めた調整を行います。併せて、障害特性に配慮した日中活動を無理のな

い体制で提供します。 

財務面においては、各事業で利用定員の維持を目指し、あらゆる障害特性を踏まえた受け入

れを行いながら利用定員の充足を図るとともに、空床や利用状況を適切に管理します。また、

利用調整や待機者の把握を行い、安定した事業運営につなげます。 

業務改善の面においては、ICT 活用や業務の見直しを進め、職員の負担軽減と業務効率化を

図ります。また、ナースコール・見守りカメラ等のシステム導入について検討を進めるととも

に、その運用結果を検証し、少人数でも効率的に業務を遂行できる体制を整えます。 

その他として、専門性と接遇向上のため、全職員が研修に参加できる体制を整備するととも

に、義務化された研修や訓練を適切に実施します。また、全体集会や朝礼を通じて、キリスト

教福祉や法人理念を学ぶ機会を設け、理念の共有と浸透を図ります。 
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1．事業概要 

 開設年月日：1976 年 6 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 60 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 3 名 身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 
特定相談支援 － 障害者 2013 年 3 月 1 日 

障害児相談支援 － 障害児 2022 年 4 月１日 

公益事業 
介護予防等拠点事業

（あったかプラザ） 
－ － 2003 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助  6 名 身体・知的障害者 2021 年 4 月１日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ  10 名 障害児 2021 年 4 月 1 日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

育ち・支え

合 う 仲 間

づくりと、

人材確保 

外国人雇用

の検討 

第 7 期中期計画

に反映できるよ

う検討する。 

外国人雇用に

関する情報収

集と受け入れ

体制の検討を

行う。 

受け入れ準備

を進め、恵生

園に但馬地区

の外国人職員

を招く機会を

作り、外国人

職員への理解

を深める。 

課 題 を 改 善

し、第 7 期中

期計画に向け

て安定した外

国人雇用につ

なげる。 

持 続 可 能

な 財 務 体

制づくり 

将来の恵生

園運営を考

える。 

視覚聴覚言語障

害者支援体制加

算が取得できな

くても事業運営

ができる体制を

整える。 

加算を含めた

収支状況を整

理し、定員や

職員配置につ

いて課題を洗

い出す。 

別加算取得の

可能性を検討

しながら、事

業規模や職員

体制の調整を

予測する。 

これまでの検

討内容をまと

め、今後の方

向性を第 7 期

中期計画へ引

き継ぐ。 
 

働 き や す

く、支援を

よりよく 

事務業務等

の ICT 化に

より業務効

率化を図り、

職員負担を

軽減して質

の高い支援

体制を整え

る。 

補助金を活用し、

PHS・見守りカメ

ラを含むナース

コールシステム

を更新して業務

効率化を図る。 

補助金を活用

し、PHS・見守

りカメラを含

むナースコー

ルシステムの

導入・更新を

行う。 

運用状況を確

認し、必要に

応じた調整・

追加整備を行

う。 

システムを定

着させ、業務

効 率 化 を 図

る。 
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3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

育ち・支え合う仲間づ

くりと、人材確保 

①但馬長寿の郷での「介護技術研修」

の受講計画を立て受講する。また、

施設 OT にて介護支援実技演習等を

企画、実施する。 
②その他、支援に関わる研修の情報を

収集し、受講を勧める。（毎月） 
③ 他施設等見学を継続する。 

・様々な障害に対応できる

ように介護・生活支援等

の技術向上を図る。 

・全職員が安心、安全な支

援を実施する。 

・他施設等を見学し、より

良い支援を学ぶ。また最

新介護機器等への理解を

深め、活用に繋げる。 

①ハローワークへの求人募集、他事業

所退職者への勧誘、採用支援事業者

等を活用し、早期に不足する人材を

確保する。（早期） 

・人員を確保し、勤務、業

務が滞りなく、遂行でき

るようにする。 

・ハローワーク、採用支援

事業者などを活用するこ

とで、より幅広い人材に

アプローチし採用する。 

①職制会にて外国人雇用のメリットと

デメリットを理解し、恵生園での雇

用の必要性と雇用が可能かどうか検

討する。 

・外国人雇用に関する情報

を収集し、受け入れが必

要かどうか検討する。 

利用者と地域に、安心

と笑顔を 

①職制会にて重度高齢化の著しい利用

者を把握し、法人内の他事業所を中

心に利用移行を進める。 

・施設移行に向けた検討・

調整を早期に開始し、対

象者の選定を行い、移行

を適時実施する。 

①支援ミーティングにて多様な障害に

対応したレクリエーション・作業活

動を検討し、提供する。 

②少ない職員体制でも提供できる活動

を検討し、提供する。 

・多様な障害に対応したレ

クリエーション・作業活

動の検討と導入を行う。 

持続可能な財務体制づ

くり 

①10 年後を見据え、利用者・職員の動

向と施設管理の課題を踏まえて恵生

園の運営を考える。 

・利用中の視覚聴覚言語障

害者、利用希望のある方

の動向を把握する。 

・利用者の動向を把握した

上で、今後予想される必

要な支援や職員配置を考

える。 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

働きやすく、支援をよ

りよく 

①ナースコール等に付随する機能を情

報収集する。 

②支援ミーティング等にて収集した機

能が恵生園に必要かどうかを判断す

る。 

・補助金を活用し、PHS・見

守りカメラを含むナース

コールシステムの導入・

更新を行う。 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 真生園 

施設長 近藤 咲美 

 

真生園の基本方針 

1．安全で安心できる快適な生活の場や活動の場となるための充実したサービスを提供します。 

 2．互いに交わす挨拶に笑顔を添え、同じ目線に立ち温かいまなざしと優しさで支援します。 

3．利用者一人ひとりの個性や人権を尊重し、誠意をもって支援します。 

4. 地域に愛され、地域と共に歩む施設を目指します。 

5. 愛と希望に満ちた温もりのある施設づくりを目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 私たちは良質なサービスを提供し、皆様に選ばれる施設を常に目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

 真生園の第 6 期中期計画では、「質の良いサービス提供」をビジョンとし、ご利用者が安全に

安心して生活されることはもちろん、ご利用者からの信頼を得て満足していただけるサービス

提供を目指して計画を進めていきます。 

 2026 年度に重点的に取り組む計画の一つ目は、施設間連携による望まれるサービスの提供で

す。法人内外の他事業所との相互利用を実現させ、ご利用者本人が希望されるサービス利用が

できるよう連携とサポートを行っていきます。 

 二つ目は基本方針に基づいた支援の実践です。昨年真生園では、ご利用者への相次ぐ不適切

な支援により行政からの厳しい指導を受けましたが、これを機に改めて真生園の基本方針に立

ち返り、誠実に支援を行うことでご利用者からの信頼を得られるように努めます。中でも、不

適切ケア・虐待防止に対する取り組み、支援態度・言葉遣いなどの接遇に関する取り組みを強

化します。 

 三つ目は人員配置に即した現状の業務の見直しを行います。真生園の各部署で人材不足が深

刻な状況において、効率的かつ安全な支援の提供と、少ない職員数でも良好な施設運営が行え

るよう現状業務の課題やリスクを確認し、ご利用者を中心に据えた業務の見直しに取り組んで

いきます。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：1978 年 5 月 10 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 50 名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 50 名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 4 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 日中一時支援  5 名 身体障害者 2006 年 10 月１日 

公益事業 真生園診療所 － － 1979 年 4 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1. 施 設 間

連 携 に よ

る 望 ま れ

る サ ー ビ

スの提供 

法人内外施

設と連携し

日中夜間の

相互利用の

実現 

ご本人が希望さ

れる他サービス

の利用、他事業所

からの利用者の

受入れ 

自施設のサー

ビスの情報整

理と他事業所

への説明、設

備の提供 

他事業所のサ

ービス利用と

他事業所から

の利用者の受

け入れ 

他事業所のサ

ービス利用と

他事業所から

の利用者の受

け入れ 

2. 真 生 園

の 基 本 方

針 に 基 づ

い た 支 援

の実践 

不 適 切 ケ

ア・虐待防止

に対する取

り組み 

不適切ケア・虐待

防止を積極的に

取り組む施設と

なる 

毎月の事例検

討会による課

題の明確化と

接遇向上の取

り組みの実践 

不適切ケア・

虐待防止、接

遇向上の取り

組みの定着 

継続 

3. 人 員 配

置 に 即 し

た 現 状 の

業 務 見 直

し 

各勤務形態

の見直し 

支援業務の

見直し 

現状よりも少な 

い人数で良好な 

施設運営を行う 

現状の各部署

業務の課題・

リスクの把握

と改善に向け

た検討・実践 

勤務形態・業

務の見直しと

実践 

継続 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

外国人支援員の育成 

①金銭出納、月のまとめ、個別支援計

画に則った支援 

②介護福祉士取得に向けての研修受講

調整 

・支援計画を単独で実施で

きるようになる 

・介護福祉士資格取得のた

めの日本語理解 

基本知識・専門的知識

の習得 

①介護研修、接遇研修、虐待防止研修

の受講 

②内部研修・義務化訓練の実施と伝達 

③職員のメンタルヘルスケアの研修 

・知識と質の向上 

・減算対象に対する知識を

共有 

・リスクに対する対応力の

強化 

・働きやすい環境を作る 

専門的資格による支援

の実施 

①サービス管理責任者研修受講(1 名) 

②喀痰吸引等第 3 号研修受講（2 名） 

・個別支援計画の策定 

・資格所持者による実務 

人員配置に即した現状

の業務の見直し 

①現状業務の課題・リスクの確認 

②入浴、食事支援、医務業務の見直し 

③勤務時間の見直し 

・効率的かつ安全な支援の

提供 

・現状よりも少ない職員数

で良好な施設運営を行う 

施設データ管理強化 
①共有フォルダ内のデータ集約・更新 

②記録データの管理 

・業務時間の短縮 

・記録回覧のデジタル化 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

個別支援計画に基づく

支援 

①全ご利用者の支援実施書の作成 

②地域移行意思確認と支援計画書への

反映(義務化) 

③地域移行確認、栄養ケア計画と連動

した支援計画 

・ご利用者への同質のサー

ビス提供 

・望まれる進路を支援 

真生園の基本方針に基

づいた支援の実践 

①不適切ケア・虐待防止に関する事例

検討会の実施(毎月) 

②接遇チェックシートの見直しと毎月

の言動の振り返り 

・支援に対する課題、妥当

性の確認 

・不適切ケア・虐待防止を

積極的に取り組む施設と

なる 

①各場面でのケアの見直し(体位、姿

勢、食事介助・形態) 

・介護事故、疾病の防止 

・ご利用者職員双方の安全

確保 

リスク対策委員会の強

化による事故防止 

①委員会実施による前回対策の振り返 

 り 

②リスク対策研修(2 回) 

③職員の安全衛生管理(衛生委員会) 

・同類事故の再発防止 

・事故対策の強化と実行 

・安全な支援の提供 

・職員の労働災害防止 

ご利用者・ご家族との

情報共有 

①運営会議・懇談会の実施 

②行事を通した交流 

・ご利用者参加の施設運営 

・ご家族との情報共有、交 

 流 

利用定員確保による給

付費収入の維持 

①他施設、在宅からの重度ご利用者の

受け入れ 

②他施設との住み分け 

・ご利用者受け入れ枠の拡 

 大 

・重度ご利用者対応のため

の人材育成 

施設設備の老朽化対策 
①施設点検、修繕箇所の確認 

②予算に応じた修繕 

・早期の修繕による支出の

削減 

施設間連携による望ま

れるサービスの提供 

①特別支援学校、他事業所への事業説

明・情報収集(担当者の確認) 

・外部機関との定期交流、

ご利用者の社会参加 

①自施設のサービスの情報整理 

②他事業所への説明 

③入浴設備の提供 

・ご本人が希望される他サ

ービス利用、他事業所か

らのご利用者の受入れ 

ボランティア・社会資

源の活用 

①ボランティア、外部サービスを日中

活動に定着 

②訪問事業、移動販売の拡充 

③作品展へ出展 

・日中活動の充実 

・交流機会の提供 

・外部サービスの利用 

情報発信の強化 

①ホームページの更新(2 ヶ月毎) 

②インスタグラムの更新 

①機関紙発行(7、2 月) 

・地域への認知度の拡大 

・利用希望者への情報提供 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 和生園 

施設長 山根 由夫 

 

和生園の基本方針 

1．ご利用者一人一人の可能性と無限性を求めます。 

 2．個々のニーズに応えるべく高い専門性を持ったチーム支援を実施します。 

3．地域に支えられ、地域の信頼に応え地域と共に歩みます。 

グループホームもみの木・かしの木の基本方針 

1. ご利用者一人ひとりの人権を尊重し、自立へ向けての個別支援を行います。 

 2. ご利用者が、安全・安心・快適な生活を送られるように支援します。 

3. 地域との連携を重視し、地域に根ざしたホーム作りに努めます。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

  

「共に支え合い、すべての人が希望を持てる明日へ」～チャンス・チャレンジ・チェンジ～ 

 

2026 年度の事業計画について 

第 6 期中期計画（2026～2028 年）は、利用ニーズと地域の実情を鑑みた上で和生園、グルー

プホームもみの木・かしの木に係る事業継続の方向性を明確にさせ、第 7 期中期計画（2029～

2031 年）内での事業再編を含めた準備期間と位置づけ、以下の計画を推し進めます。 

和生園、グループホームもみの木・かしの木は通過型の施設としての役割を認識し、意思決

定支援等を含めた、ご利用者、ご家族の将来の安心感に繋がる支援に取組みます。また、職員

の雇用形態を問わず、ルーティンワークからのリフレッシュと、学びの機会を大切にすること

を目的に外部研修参加への積極的な投資を継続します。研修参加者より、外部から得た学びを

和生園内に還元していただくとことで、和生園全体の支援力の底上げを図ります。 

和生園の定員を 40 人に増員し 4 年が経過しましたが、定員割れの状況は継続しています。和

生園、グループホームもみの木・かしの木共に新規利用者 2 名以上の純増への取り組みは継続

させつつ、在宅障害者の利用ニーズの把握に努めながら各事業の運営課題を明確にさせ、効率

的な運営を目指します。 

ご利用者の利用価値を高める支援の提供として、平均工賃月額 26,800 円以上の達成に向けて、

作業の生産性の向上に取り組むと共に、プログラム化したレクリエーション活動を取入れるこ

とで、ご利用者のモチベーションの維持に繋がる支援を行います。また、但馬地区第 6 期中期

計画に呼応する計画として福福連携に挑戦を行います。初めての取組みとなるため、依頼先の

入所施設との調整を進めながら、福福連携の取組みの意義をご利用者とも共有し、和生園と依

頼先施設の双方が納得でき、継続できる福福連携の取組みを進めてまいります。 

2018年10月より7年6ヶ月にわたり事業運営をしてまいりました就労定着支援事業ですが、

2025 年 6 月で全てのご利用者との契約が終了となり、今後の事業継続につきまして休止及び廃

止を含めた対応を 2026 年度内に実施します。 
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1．事業概要 

 開設年月日：1982 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 40 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労定着支援 － 身体・知的障害者 2018 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 17 名 身体・知的障害者 2012 年 4 月１日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

和 生 園 と

グ ル ー プ

ホ ー ム も

みの木・か

し の 木 の

方 向 性 を

探る（第 7

期 中 期 計

画 に 向 け

た準備） 

和生園と第

2 和生園の

運営課題を

明確にした

効率的な運

営 

利用ニーズに合

せた利用定員の

見直し 

利用ニーズの

把握と、運営

課題の分析に

よ る メ リ ッ

ト、デメリッ

トの明確化 

利用定員変更

時のシミュレ

ーション 

シミュレーシ

ョ ン に 基 づ

く、利用定員

の取扱い 

グループホ

ームもみの

木・かしの木

の利用ニー

ズに即した

事業運営に

取組む 

利用者一人ひと

りが必要とする

安心の準備 

利用者の一人

ひとりの考え

る将来を明確

にし、共有 

利用者個々の

実態に合わせ

た後見制度等

の活用推進 

継続 

グループホーム

の事業継続の方

向性を探る 

グループホー

ム運営に係る

課題の明確化 

建物の老朽化

対策に必要と

なる費用の把

握 

事業の継続等

に係るシミュ

レーションに

基づく事業継

続の検討結果

を纏める 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

研修参加の積極的な投

資 

①積極的な外部研修への参加 

（1 人/1 研修） 

②グループでの他事業所見学の実施 

外部での学びを支援の現場

に反映させる 

働きやすい職場環境づ

くりに取組む 

①支援課の業務課題の明確化と改善 

②総務課の業務課題の明確化と改善 

無理・無駄・ムラの見直し

による業務のスリム化 

職員間の相互協力によ

る途切れのない就労支

援の継続 

①2 人体制での担当作業の取組み 
職員間の相互協力による業

務負担感の是正 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

利用者個々の将来を意

識した支援提供 

①意思決定支援を学ぶ機会を持つ 

②利用者も自分の将来を考えていただ

ける機会の提供 

利用者の生活全般に目を向

けた支援を考える 

事業所全体での事業収

入の確保 

①和生園新規利用契約者 2 名の確保 

②グループホーム新規利用者 2 名の確

保 

年度の計画契約者数の確保 

地域の在宅障害者に届

く情報発信 
①広報紙の確実な発行（2 回/年） 

地域の在宅障害者に和生園

を知っていただく 

利用価値を高める支援

の提供 

①平均工賃月額(26,800 円)の達成 
平均工賃月額の 25,000 円

以上を維持 

①プログラム化したレクリエーション

活動の試行 

利用の楽しみに繋がる支援

の提供 

地区内施設の効率的な

運営への協力 
①入所施設内での福福連携の開始 

入所施設と就労支援事業と

の連携 

だいふくファームの管

理 

①「だいふくファーム」の管理と活用

方法の見直し 

手間をかけない「だいふく

ファーム」の活用 

グループホーム利用者

の QOL の向上 

①グループホームで提供するオプショ

ン料金等の見直し 

適正なオプション料金の設

定 

①グループホームにおける休日・夜間

緊急時対応の改善 

緊急時対応に係る負担感の

分散 

①グループホームに係る第三者評価を

受審 
第三者評価の受審 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 北但広域療育センター 

施設長 稲津 慎也 

 

北但広域療育センターの基本方針 

1．利用者の人権を尊重して、利用者が全人的に生かされることを目指して支援します。 

2．ICF の障害観点に立って、生活、環境をも考慮した質の高いサービスの提供を目指します。 

3．北但馬の療育の中核として、職員の専門性の向上を図り、地域（教育、医療、福祉、家庭）

との連携体制の構築を図ります。 

4．キリスト教精神を持って、日々、利用者と接します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

地域の療育の中核として、専門的なチーム支援で子どもとご家族に寄り添います 

2026 年度の事業計画について 

 今年度は、第 6 期中期計画の初年度となります。第 5 期中期計画から引き継いだ取り組みも

継続しながら、地域の中核施設としての機能を一層高めるべく、各種取り組みを進めます。 

 児童発達支援センター「すまいる」では、昨年 1 月より取得を開始した中核機能強化加算に

ついて、引き続き取得できるよう配置要件を満たすとともに、地域における中核的役割の実践

に取り組みます。具体的には、各市町の育児支援教室等との連携、SNS を活用した療育センタ

ーの取り組みの発信、家族支援の整理と地域の方の参加促進、多職種連携による専門的支援の

提供などを進めます。これらの取り組みを通じて、地域の中核としての役割をさらに高めてい

きます。 

 放課後等デイサービス「らみい」では、昨年導入した Hug システムの活用を進め、記録作成

や進捗確認等における業務の効率化に引き続き取り組みます。また、隔週土曜日のチャレンジ

療育を継続し、ご利用者のニーズに沿った魅力のあるプログラムを提供することで、利用率の

維持向上にも努めます。  

 障害児者通所支援事業「トゥモロー」では、医療的ケアを必要とするご利用者の重度化が進

んでおり、1 日の受け入れ人数を現状以上に拡大することは困難な状況です。また、新たな利

用対象者の見込みもほとんどありません。ご利用者が安心して過ごせる体制を継続的に確保す

るため、実情に即して定員を 8 名から 5 名へ変更し、給付費収入の確保と安定運営を図ります。 

 相談支援事業「ぴあほくたん」では、昨年度途中に相談員が 1 名退職し、相談支援専門員 3

名体制となっています。新たに募集し、相談支援専門員 4 名の体制を目指すとともに、児童発

達支援センターとしての障害児相談の機能も高めていきます。 

 ひょうご発達障害者支援センタークローバー豊岡ブランチでは、児童発達支援センターの中

核的機能への支援（クローバーペアレントトレーニング等の実施にむけて）や、支援が途切れ

やすい中高生年代の保護者に向けた、支援・相談先等のつなぎのサポートおよび周知を進めて

いきます。 

 風（ふぅ）発達クリニックでは、非常に厳しい運営状況を踏まえ、今後の事業継続について、

引き続き市町と協議を継続します。 
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1.事業概要 

開設年月日：2008 年 10 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 
児童発達支援 

保育所等訪問支援 

20 名 

－ 
障害児 2018 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 
8 名 

重症心身障害者 
2008 年 10 月 1 日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 重症心身障害児 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 10 名 障害児 2018 年 4 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害児者 

知的障害児者 

発達障害児者 

2008 年 10 月 1 日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 

ひょうご発達障害者

支援ｾﾝﾀｰｸﾛｰﾊﾞｰ豊岡

ﾌﾞﾗﾝﾁ 

－ 発達障害者 2009 年 4 月 1 日 

公益事業 
風（ふぅ）発達 

ｸﾘﾆｯｸ 
－ 

小児科・精神科 

神経内科 
2009 年 5 月 1 日 

 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

ラ イ フ ス

テ ー ジ を

通 じ た 一

貫 支 援 サ

ー ビ ス の

強化 

育児支援教

室および保

健師との連

携による早

期介入 

未就園児のニー

ズ把握と切れ目

のない支援 

育児支援教室

への定期的参

画と保健師と

の関係構築 

保健師との協

働によるニー

ズの早期把握 

児童発達支援

の利用開始時

や就園開始時

の切れ目のな

い支援 

ライフステ

ージ移行期

における支

援の実施 

支援の空白を防

ぎ、安心して移行

できる体制の構

築 

ライフステー

ジ移行期にお

ける相談窓口

の周知 

相談支援事業

を窓口とした

各事業への円

滑な連携 

ワンストップ

体制の定着 

SNS 等を活

用した相談

しやすい導

線設計の構

築 

初回相談のハー

ドルを下げ、相談

しやすい環境を

整える 

相談窓口の周

知 

相談ハードル

の低下 

早期支援の実

現 

多 職 種 連

携 に よ る

中 核 機 能

の強化 

より効果的

な多職種連

携の在り方

検討 

多職種連携によ

る支援の質の最

大化 

専門性の相互

理解と連携方

法の検討、策

定 

多職種による

チームアプロ

ーチの実践 

多職種連携支

援の定着 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

家 族 支 援

の 体 系 化

と強化 

家族支援プ

ログラムの

整理、体系化 

家族全体の支 

援力向上 

家族支援プロ

グラムの整理 

支援プログラ

ムや交流の場

の定着 

家族の支援力

向上 

家族支援内

容の積極的

な周知 

家族支援プロ 

グラムの利用 

率向上 

支援情報の周

知徹底 

参加への不安

解消と気軽に

参加できる雰

囲気の醸成 

プログラム活

用の定着 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

療育の基本スキルの明

確化と研修の体系化に

よる専門性の向上 

 

①基本スキル研修を構築 
必要な基本スキルの整理と

研修プログラムの確立 

①外部研修への積極的参加と伝達研修

の実施 

会議にて伝達研修の実施

（年６回） 

魅力ある職場環境の整

備と人材の確保、定着 

①外部講師による研修を企画実施 
心理的安全性をテーマにし

た研修会を企画実施 

①事業の再編と正規職員の増員 
2027年度正規職員増員に向

けた計画の推進 

①選ばれる職場としての魅力向上と発 

 信 

独自の強み、魅力を可視化

し発信 

コンプライアンスの遵

守と接遇力の向上 
①外部講師よる研修を企画実施 

接遇マナーをテーマにした

研修会を企画実施 

ライフステージを通じ

た一貫支援サービスの

強化 

①SNS 等を活用した相談しやすい導線 

 設計の構築 
相談窓口の発信 

③ライフステージ移行期における支援 

 の実施 

ライフステージ移行期にお

ける相談窓口の周知 

④育児支援教室および保健師との連携 

 による早期介入 

育児支援教室への定期的参

画と保健師との関係構築 

家族支援の体系化と強

化 
①家族支援プログラムの整理、体系化 家族支援プログラムの整理 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

①家族支援内容の積極的な周知 支援情報の周知徹底 

多職種連携による中核

機能の強化 

①より効果的な多職種連携の在り方検 

 討 

専門性の相互理解と連携方

法の検討、取り組み策定 

専門性を活かした地域

コンサルの提供 

①地域に向けた公開研修会の企画・開 

 催 

地域支援者等へ専門的研修

会の機会提供 

②療法士による相談、技術指導の実施 
地域ニーズの把握と専門職

派遣 

③講座等に関する情報を地域へ積極発 

 信 

センターで開催する講座や

研修会に関する情報を SNS

で発信し取り組みを周知 

利用率の維持向上と加

算の取得 

①目標利用率の設定と月ごとの共有 

目標の設定と実績の見える

化による経営参画意識の醸

成 

②中核機能強化加算等の要件を満たす 

 人員配置と体制維持 

加算要件の充足と漏れのな

い確実な算定体制の継続 

コンプライアンスの遵

守と返還リスクの最小

化 

①支援提供プロセスの確認と適正化 
支援プロセスの再確認と改

善案策定 

②減算対象項目の確認と確実な実施 

（BCP 等） 
減算項目の定期的な確認 

働きやすい職場づくり

の推進 

①既存システムの活用推進 
連絡アプリを活用した情報

発信 

②職員参加型の業務改善の取組 
業務改善案の収集と対応策

の検討実施 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 エスポワールこじか 

施設長 掃部 久美代 

 

エスポワールこじかの基本方針 

1．利用者一人ひとりを大切に、専門性を生かした支援を目指します。 

2．利用者の個性及び人権を尊重し、健やかな成長に向けて総合的に支援を行います。 

3．地域の保健・医療・福祉等との綿密な連携を図り、地域と共に歩む施設を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 時代の変化に応えながら変わらない思いで、一人ひとりに寄り添い続ける 

 

2026 年度の事業計画について 

 エスポワールこじかの療育を受けられる場として、通いやすいように一人ひとりに合わせた

計画を立てこれに沿った支援を行います。 

社会情勢の激しい変化とともに安定した事業が継続的に行なえるように職員の資質向上に取り

組む必要があります。職員一人ひとりの成長に着目し、OJT や外部での研修を活用し、成果を

職場内で広げる等の取組みにより、サービスの向上を図ることが大切と考えます。そのために

これまで行っているビデオ研修、スーパーバイズ研修を継続し、専門研修の受講等を積極的に

参加するなど、職員の専門性、資質の向上を目指します。 

 支援をするにあたり、アセスメントでは、「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・

コミュニケ－ション」「人間関係・社会性」の 5 領域に基づいたニーズを把握し個別支援計画を

策定します。また、子どもは保護者や家庭から大きな影響を受けるため親子関係や家庭生活へ

のサポートも大切と考えます。 

昨年度は、利用者が減少、今後、少子化対策に向けて運営面を考える必要があります。 

教育機関、医療機関など多くの機関と連携しながら支援していきます。より良い支援を提供す

るためにも、関係機関と情報共有を行うことは、大切と考え、地域社会との交流や連携を図り、

利用者に関わる地域の関係機関と連携し、より良い支援を目指していきます。 

 

 

 

1．事業概要  

 開設年月日：2011 年 4 月 1 日（委託開始） 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 児童発達支援 10 名 身体・知的障害児童 2013 年 4 月 1 日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 10 名 身体・知的障害児童 2013 年 4 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 
特定相談支援 － 障害児 

2014 年 10 月 1 日 
障害児相談支援 － 障害児 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

専門性、資

質の向上 

定期的な研

修や勉強会、

事例検討会

を実施する 

次世代を担う職

員の育成 

5 領域の視点 

から丁寧なア 

セスメントが 

できる 

5 領域の視点 

から丁寧なア 

セスメントが 

できる 

日々の支援の 

質の向上 

 

少 子 化 対

策 に 向 け

て 運 営 面

を考える 

・何でも相談

の場を設け

る 

・少子化対策

に向けて検

討会議 

保護者支援の充

実 

グループ活動の

改革、検討、実施 

・何でも相談

の場の環境を

整える 

・グループ活

動検討チ－ム

を立ち上げる 

・何でも相談

の場の環境を

整える 

・新たなグル

ープ活動を取

り組む 

・何でも相談

の場の定着 

・グループ活

動の改革 

地 域 の 関

係 機 関 と

連 携 を 図

る 

各市町の会

議に積極的

に参加する 

地域の関係機関 

と良好な関係 

・地域との関

係構築 

・地域ニーズ 

を把握 

・地域との関

係構築 

・地域ニーズ 

を把握 

・地域との関

係構築 

・地域ニーズ 

を把握 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

理念を学ぶ機会の継続 
①朝礼時の「日々を生きる力」朗読 

②理念研修の実施 

理念に基づいた支援の在り

方を知る 

多様な専門研修の継続 

 

①ビデオ研修の実施 

②心理士による研修の実施 
③専門研修の受講 

④他の事業所の見学、交流 

専門性、資質の向上 

職員のスキルアップ ①人事評価表を活用 自身の強み弱みをしる 

委員会を強化する ①各委員会の開催 
各委員会活動を活性化し、

リーダーを育成する 

家族支援の充実 
①保護者学習会の実施 

②グループ学習会の実施 

学習会を通して家族のサポ

ートをする 

少子化対策に向けて ①グループ活動検討チーム立ち上げ 
少子化対策により活動内容

を考える 

地域との連携強化 

①各自立支援協議会等へ参画 

②適正就学のための相談会、ケース連

絡会参加 

③5 歳児検診参加 

地域との関係構築 

地域ニーズの把握 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖生園 

施設長 加藤成久 

 

神戸聖生園の基本方針 

1.基本的人権を尊重し、態度や言葉遣いにも誠意が感じ取れる支援を実施します。 

 2.本人、家族の思い、また将来の夢や希望の実現に向けたサービスを実施します。 

3.全スタッフが力を集結し、総合力を持ってチームとして支援を実施します。 

4.「利用者主体」を支援のキーワードに、利用者参画が見える支援を実施します。 

5.地域行事・活動への計画的に参加し、利用者が地域の役割を果たす支援を実施します。 

6.利用者の安心・安全を守るため、建物・設備の改修を計画・実施します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 “こうべせいせいえん”をみんなの“大好きな場所”にする 

 

2026 年度の事業計画について 

 本年度は第 6期中期計画のスタートの年度として神戸地区計画とそのビジョンに基づいた当該事業

所の実行計画の「取組みテーマ」を推進していきます。中期計画に盛り込んだ重点取組みテーマの一

つ目は「組織力の向上」です。利用者支援業務や法人理念に係る研修参加・業務取組みの見直しによ

る効率化と支援内容の向上を推進し、法人理念をしっかりと継承してグループホームバックアップ体

制強化します。職員の働き甲斐を創り出し、希望が持てる職場づくりを目指します。二つ目は「新神

戸聖生園支援サービスの創造」です。自閉症・重度障害利用者・高齢利用者支援の専門性向上や自前

の昼食提供を軸にした健康維持管理支援・地域行事や活動との連携充実を図り新しいサービス提供の

特色を作り出します。三つ目は「業務のスマート化」です。基本的な事業収入の安定を図りつつ特に

現場職員同士の情報通信やケア記録のシステム化で業務の効率化と軽減を図り、その余力分を利用者

への直接支援に充てることができるように考えていきます。 

 「新神戸聖生園支援サービス」を創り出すために、変化の必要なところはしっかりと分かり易く変

えていきます。同時に継続することで変える必要がないものはそれらを十分に取り込んで現状やルー

ルに合わせた工夫をして活かして取り組んでいきます。 

 また、経営改善の取り組みの一つとして、現状の利用状況を踏まえて定員を 60 名から 50 名に変更

し基本単価を上げることで増収を図ります。 

 

1．事業概要 

開設年月日：1982 年 4月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(2種) 生活介護 60 名 知的障害者 2008 年 4月 1日 

障害福祉サービス事業(2種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 2005 年 8月 1日 

障害福祉サービス事業(2種) 共同生活援助 
5 名＋ 

体験 1名 
知的障害者 2016 年 2月 1日 
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2．第 6期中期計画（3か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

組織力の向

上 

動機付け要

因を提示し

職員の満足

度向上 

働き甲斐創出 

二要因理論に

つ い て の 研

修・学習 

各職員から動

機付け要因を

抽出し分析 

働き甲斐ある

職務分掌と評

価システム実

現 

新サービス

の創造 

強度行動障

害支援の展

開 

専門性向上 

強度行動障害

支援者研修参

加（3名） 

支援課職員全

員の受講完了 

ハード・ソフ

ト両面で事業

所を強行重度

者対応支援に

特化 

業務のスマ

ート化 

各システム

導入による

業務の効率

化 

業務効率の向上 
音声入力シス

テム導入 

内線に代わる

新通信システ

ム導入 

2028 年の最新

システムにキ

ャッチアップ

して効率化 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

組織力の向上 

「理念の継承、展開」 

① 朝礼時に法人理念唱和、「日々を生き

る力」朗読、平和を求める祈り 

②「日々を生きる力」を当番制で朗読、

朗読者は 1分スピーチ実施 

① 法人理念を受け継ぐと

同時に、能動的に展開 

② 月間のスピーチ大賞選

定（各月） 

組織力の向上 

「動機付け要因を提示

して、働き甲斐創出 

①衛生要因（環境、待遇等）を充実させ

て不満削減 

②動機付け要因（達成、承認、責任等）

を提示し、従業者の満足度向上 

①二要因理論について研修

（2回/年） 

② 動機付けとなる職務分

掌と評価（承認）のシス

テム化 

組織力の向上 

「グループホームのバ

ックアップ体制構築」 

①世話人の急な不在（遅刻、欠勤等）を

神戸聖生園の職員が補う体制維持 

②サービスの向上のため、管理職の定期

的な訪問実施 

① 緊急時の職員派遣 

 

②管理職が週に 1 回以上訪

問 

新サービスの創造 

「専門性の向上」 

① 強度行動障害者の支援力強化 

 

②クローバー豊岡ブランチによる定期

的な研修実施 

③ 昼食提供と健康維持活動の継続 

①強度行動紹介支援者研修

（基礎）受講 3名 

② 年に 2回の研修実施 

 

③ 利用者の健康維持支援

（毎日） 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

新サービスの創造 

「地域と連携して共益

を図る」 

① 地域の行事に参加すると同時に、当

方の行事に地域の方の参加依頼 

 

 

② 定期的な地域清掃の実施 

① 寿喫茶やふるさと祭り

他への参加、おいでやす

カーニバルやボランテ

ィア活動の案内実施 

②酷暑、極寒期を除いて毎

月の定期清掃実施 

業務のスマート化 

「記録システムを効率

化して業務軽減」 

①音声入力システムを導入し、日中に現

場で記録作成、超過勤務削減 

 

②AI を活用して記録補正、業務軽減 

①既存のシステムを複数試

用して当事業所に最適なも

のを選定 

②AI 依存ではなく有効活用

して文書作成 

業務のスマート化 

「通信システムの導入

で情報伝達効率化」 

現行の内線に代わる新しい通信システ

ムを導入し、迅速で確実な情報共有 

 

既存のシステムを複数試用

して当事業所に最適なもの

を選定 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームせいれいやまて 

施設長 加藤 成久 

 

グループホームせいれいやまての基本方針 

1．基本的人権を尊重し、態度や言葉遣いにも誠意が感じ取れる支援を実施します 

2. 安全で安心できる場を提供するために環境整備を実施します 

3. 利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します 

4. 利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します 

5. 世話人・支援職員らが協力して支援内容を工夫し、温もりのある事業所を目指します 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 “グループホームせいれいやまて”をみんなが“大好きな場所”にする 

 

2026 年度の事業計画について 

本年度は第 6 期中期計画のスタートの年度として神戸地区計画とそのビジョンに基づいた当

該事業所の実行計画の「取組みテーマ」を推進していきます。中期計画に盛り込んだ重点取組

みテーマの一つ目は「職員体制強化」です。ホーム緊急時の応援支援強化と管理職訪問を密に

して職員が安心できる環境を整えます。訪問時には理念継承に係る研修機会をもって将来の地

区内拠点化へ繋げます。二つ目は「サービスの向上」です。定期会議実施時に当該ホームの利

用者に関係するテーマ別の支援に係る研修会を実施して支援の専門性を高めます。また、既存

の安全確認カメラの設置場所と増設を検討して可能な限り死角を作らないことで利用者の急病

等にすぐに対応できるようにします。また、永年の紙記録類を PDF 化して保管場所の整理を図

ります。三つ目は「地域とのつながり向上」です。昨年度から実施義務化された「地域連携推

進会議」で地域の方の参加を募ることで地域との関係向上を目指します。 

グループホームが利用者の安全を提供し、安心して暮らせる場所となることを目指します。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：2005 年 8 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(2

種) 

共同生活援助 10 名 知的障害者 2005 年 8 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

職 員 体 制

強化 

世話人の急

な不在支援

とサービス

管理実施 

バックアップ体

制強化 

週一度の頻度

で管理職訪問 

バックアップ

施設との通信

システム構築 

地区内拠点化

に協力 

サ ー ビ ス

の向上 

自閉症・高齢

利用者支援

等のテーマ

別研修 

職員の専門性向

上 

自閉症・ダウ

ン症に関する

内部研修実施 

高齢化に係る

課題等の研修

実施 

外部研修会に

も参加 

地 域 と の

つ な が り

向上 

地域住民に

働きかけ繋

がり強化 

地域連携推進会

議の展開 

自治会長・民

生委員等との

関係開拓 

地域連携推進

会議に地域代

表参加 

行事参加等で

地域とのつな

がり拡張 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

職員体制強化 

「理念の継承、展開」 

① 定例会議時に祈りと法人理念唱和 

 

② 施設長による理念研修実施（毎月） 

① 新人を含め、従業者全

体で法人理念を周知 

② 職制・管理者の関係強

化 

職員体制強化 

「グループホームのバ

ックアップ体制構築」 

①世話人の急な不在（遅刻、欠勤等）

を神戸聖生園の職員が補う体制維持 

②サービスの向上のため、管理職の定

期的な訪問 

① 緊急時の職員派遣 

 

② 管理職が週に 1 回以上

訪問 

サービスの向上 

「専門性の向上」 

定例会議時に専門性の向上につながる

内部研修を実施（年 3 回以上） 

自閉症者の支援、ダウン症

者の支援、てんかんの支援

などせいれいやまての支援

に特化したテーマ別研修を

実施 

 

サービスの向上 

「システムのスマート

化」 

①安全カメラ増設の検討 

②記録文書を電子化して保管コスト

（紙媒体、場所）削減 

① カメラ増設で死角減 

②ケア記録等の保存文書を

PDF 保管 

地域とのつながり向上 

「地域とつながる」 

自治会や民生委員など地域住民との連

絡ルート確保 

年に 1 度の地域連携推進会

議に参加いただく 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームたいのはた東 

施設長 加藤 成久 

 

グループホームたいのはた東の基本方針 

1.基本的人権を尊重し、利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します 

2.安全で安心できる場を準備し、日常生活の充実と豊かさを提供します 

3.利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します 

4.世話人・支援員・関係者が協力し、お互いに認め合う温もりのある事業所を目指します 

5.将来グループホームを希望される利用者の体験利用を応援します 

6.地域の福祉相談窓口として、社会福祉で地域に貢献できる事業所を目指します 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 “グループホームたいのはた東”をみんなが“大好きな場所”にする 

 

2026 年度の事業計画について 

本年度は第 6 期中期計画のスタートの年度として神戸地区計画とそのビジョンに基づいた当

該事業所の実行計画の「取組みテーマ」を推進していきます。中期計画に盛り込んだ重点取組

みテーマの一つ目は「職員体制強化」です。ホーム緊急時の応援支援強化と管理職訪問を密に

して職員が安心できる環境を整えます。訪問時には理念継承に係る研修機会をもって将来の地

区内拠点化へ繋げます。二つ目は「サービスの向上」です。定期会議実施時に当該ホームの利

用者に関係するテーマ別の支援に係る研修会を実施して支援の専門性を高めます。また地域と

のつながりを維持・拡張して地域行事や活動に参加するとともに昨年度から実施義務化された

「地域連携推進会議」で地域の方とつながってより強い地域との関係を目指します。三つ目は

「システムのスマート化」です。永年の紙記録類を PDF 化して保管場所と業務整理を実施して

余時間を利用者支援に充てて、支援の充実を図ります 

当該グループホームは年度初めに入居利用者の入れ替わりが予定されています。スムーズな

入居ができるように支援を進めて、すべての利用者が安全で安心して暮らせる場所となること

を目指します。 

 

1．事業概要 

 開設年月日：2016 年 2 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 
主たる対象

者 
事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(2 種) 共同生活援助 
5 名 

+体験 1 名 
知的障害者 2016 年 2 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

職 員 体 制

強化 

世話人の急

な不在や行

事等支援 

神戸聖生園のバ

ックアップ体制

強化 

礼拝、地域清

掃、各行事の

サポート実施 

新しい行事の

開拓、提案 

新しい行事へ

の参加実施、

より楽しい生

活の場提供 

サ ー ビ ス

内 容 の 向

上 

自閉症や高

齢利用者支

援研修実施 

職員の専門性向

上 

自閉症利用者

支援に関する

内部研修実施 

高齢利用者課

題研修実施 

外部研修会に

も参加 

シ ス テ ム

の ス マ ー

ト化 

記録文書の

電子化 

紙資料の管理コ

スト削減 

記録文書（ケ

ア記録・業務

日誌等）のＰ

ＤＦ化 

関係書式への

音声入力試行 

手描き文書廃

止と保存文書

の電子化完了 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

職員体制強化 

「理念の継承、展開」 

① 定例会議時に法人理念唱和 

 

②施設長による理念研修（随時） 

①新人を含め、従業者全体

に法人理念を周知させる 

②職制・管理者の関係強化 

職員体制強化 

「グループホームのバ

ックアップ体制構築」 

①世話人の急な不在（遅刻、欠勤等）

を神戸聖生園の職員が補う体制維持 

② 行事、礼拝、地域清掃等のバックア

ップ 

① 緊急時の職員派遣実施 

 

② 行事等への随時応援 

サービス内容の向上 

「専門性の向上」 

定例会議時に専門性の向上につながる

内部研修を実施（年 3 回以上） 

自閉症者の支援、高齢化対

策などたいのはた東の支援

に特化したテーマ別研修を

実施 

サービス内容の向上 

「地域とつながる」 

① 地域住民とのつながり維持 

 

 

② 「地域連携推進会議」の開催と参加

者の拡大を実施 

① ゴミステーション清掃

や地域の大掃除への参

加 

② 年に一度の地域連携推

進会議に参加いただく 

「システムのスマート

化」 

記録文書を電子化して保管コスト（紙

媒体、場所）削減 

ケア記録等の保存文書を

PDF で保管 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸愛生園 

施設長 加藤 航 

 

神戸愛生園の基本方針 

1．唯一無二の存在である利用者の命を守り、その人らしい生活が送ることができるように 

   支援します。 

2.態度、言動がどのような影響を与えるかよく考え、人権に配慮したケアに努めます。 

3.利用者のニーズに基づき、従来からのサービスに固執せず、神戸愛生園の総合力を持って柔

軟にサービスを提供します。 

4.施設機能の情報提供、相談を積極的に行い地域に必要とされるよう努力します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 あたたかく心地よい神戸愛生園を創るために共に歩みます 

 

2026 年度の事業計画について 

 今年度より 3 年かけて、悲願である施設の改築・改修という大きな事業に着手します。新し

く立てられました第 6 期中期計画はこの 3 年間の工事期間をどうやって過ごし、どうチャンス

として過ごすために計画を立てました。工事の騒音や振動によるストレスの緩和を目的とした

取り組みは、一時的なものと、元々乏しい日中活動を恒常的に実施するものがあります。ご利

用者に日々充実した生活を送っていただくために取り組みます。 

 工事期間中は十分なスペースの確保やこれまで通りの生活が難しくなると予想されます。そ

の様な中で工事状況に応じて、その都度タイムテーブルの組み立てを見直しますが、プログラ

ムに応じた持ち方や適切な職員の配置やなど、今後につながるよう考えていきます。これに加

えて、これまで目標にしてきた夜勤 3 名体制に挑戦します。改築・改修後、敷地面積が広がり

ます。職員の活動範囲も広がります。見守り機器などの導入と併せ、取り組んで参ります。下

半期からの実施を目指します。 

 昨年度、兵庫県立福祉のまちづくり研究所の伴走支援事業を活用して、業務改善に取り組み

ました。そこで学んだノウハウを活用し、業務改善の取り組みを継続的におこなっていきます。 

 

 

1.事業概要 

 開設年月日：1982 年 5 月 10 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 50 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 5 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 神戸愛生園診療所 － － 1984 年 4 月 10 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1. 改 築 改

修の成功 

（1）財政面

への取り組

み 

収入の確保がで

きる運営体制の

構築 

・欠員を速や

かに解消出来

る待機者管理

とロング SS

受け入れ環境

の確立。 

・人員配置体

制加算に準じ

た人員配置の

確立 

・2026 年度の

成果継続 

・報酬改定へ

の対応 

 

・2026 年度成

果継続 

 

（2）改築改

修工事中の

生活の組み

立て 

利用者、職員の安

全、安心な環境の

確保 

工事に伴う不

安負担の軽減 

工事に伴う不

安負担の軽減 

工事中の利用

者のストレス

緩和工事に伴

う不安負担の

軽減 

2. 人 材 育

成 

（1）中堅職

員の育成 

次世代リーダー

の自己成長 

職員が求めら

れる役割・資

質を理解する 

中堅職員の意

識の向上 

安心して任せ

られる次世代

リーダーが育

つ 

（2）強度行

動障害支援

者養成研修 

研修、資格取得で

専門性を高める

（重度加算Ⅱ要

件として支援員

数の 20％以上の

取得者を確保） 

生活支援員の

２０％以上の

強度行動障害

者支援者研修

受講、資格取

得 

生活支援員の

２０％以上の

強度行動障害

者支援者研修

受講、資格取

得 

生活支援員の

２０％以上の

強度行動障害

者支援者研修

受講、資格取

得 

 
（１）業務改

善 

DX 化とタイムテ

ーブルの見直し。 

・伴走支援活

用で習得した

業務改善方法

の定着 

・愛生園全体

で業務改善に

取り組んでい

く機運の向上 

改築改修のテ

ー マ で あ る

「利用者・職

員共に心地よ

い 神 戸 愛 生

園」に近づい

ている実感度

の向上 

改築改修のテ

ー マ で あ る

「利用者・職

員共に心地よ

い 神 戸 愛 生

園」に近づい

ている実感度

の向上 

- 39 -



重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

3. サ ー ビ

スの充実 

（2）日中活

動の充実 

工事中のストレ

ス緩和 

・実践できる

活動プログラ

ムの検討・実

施 

・外出活動の

回数の検討・

実施 

・活動プログ

ラ ム の 見 直

し・実施(活動

回 数 を 増 や

す) 

・活動プログ

ラ ム の 見 直

し・実施 

（3）人的資

源の活用 

外国人、障害者、

シニア人材、ボ

ランティアの

活用。採用打診

先、活用の土台

作り、定着のフ

ォロー方法確

立 

・地域を中心

とした広報活

動を実施し、

シニア人材・

ボランティア

を確保 

・人的資源が

定着できるフ

ォローシステ

ムが構築  

 

 

・シニア人材

の採用 

・人的資源が

定着できるフ

ォローシステ

ムが構築  

 

 

外国人・障害

者雇用・シニ

ア人材・ボラ

ンティアのフ

ォローシステ

ムの定着 

（4）施設内

の整理・整

頓・清潔 

整理・整頓・清

潔の習慣化 

利用者居室の

整理・整頓・

清潔が習慣化

するための仕

組み作り 

改築改修工事

後のレイアウ

ト、収納量を

見据えた施設

内の整理 

整理・整頓・清

潔が習慣とし

て根付き、施

設が常に安全

で清潔 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

収入の確保ができる財

政基盤の構築 

・法人内外に向けた待機者確保の 

営業継続。 

・夜勤体制加算の取得 

・欠員を速やかに解消でき

る。 

・財政基盤の安定と夜勤労

働環境の改善 

改築改修工事中の生活

の組み立て 
効率的な居室引っ越しの実施 

工事に伴う負担、不安の軽

減 

夜勤 3 名体制 
2026 年度下半期からの夜勤体制加算取

得。 
加算収入増。 

中堅職員の育成 
神戸愛生園キャリアパスモデルに基づ

いた振り返りの実施 

職員が求められる役割・資

質を理解する 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

強度行動障害支援者養

成研修 

有資格者の人数に合わせ、1～2 か月に

１人の研修受講 

生活支援員の20％以上の強

度行動障害者支援者研修受

講、資格取得 

業務改善 

伴走支援活用で習得した業務改善方法

を活用したDX化とタイムテーブル見直

しの実施。 

・伴走支援活用で習得した

業務改善方法の定着 

・愛生園全体で業務改善に

取り組んでいく機運の向上 

日中活動の充実 外出活動を含む日中活動の検討・実施 
実践できる活動プログラム

の定着 

人的資源の活用 
人材が必要な場面の洗い出し 

シニア人材・ボランティアの活用 

人的資源が定着できる仕組

みの構築 

施設内の整理・整頓・清

潔 

利用者居室を整理・整頓・清潔に保つた

めの仕組みづくり 

利用者居室の整理・整頓・

清潔の仕組みの完成と運用 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 きたすま障害者相談支援センター 

施設長 大森 陽子 

 

きたすま障害者相談支援センターの基本方針 

1．地域で生活する障害者（児）とその家族等からの相談に対し、必要な情報の提供や助言を

行うとともに、関係諸機関との連携を図り、障害福祉サービスの利用援助（サービス等利

用計画の作成を含む）等適切な支援を行います。 

 2．相談者の意思及び人権を尊重して障害特性や本人・家族のニーズ等を的確に把握し、公正・

中立性を保ちつつ常に相談者の立場に立った地域生活支援の提供に努めます。 

3．相談者やその家族等のニーズ、想いを受け止め、適切な助言や情報提供等の支援ができる

よう、職員の専門性の向上に努めます。 

4．障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域を目指し、須磨区自 

立支援協議会の事務局として活発な運営を専門性とチームワークで行います。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられるよう、気づき・つながり・寄り添う支援

を大切にし、相談しやすく信頼される「支援の拠点」を目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

 第 6 期中期計画の 3 年間は、神戸市からの今期委託期間と重なる重要な機関となります。今

期の計画では、地域の状況とこれまでの取り組みを踏まえ、「アウトリーチ機能の整理と維持」

と 「子育て世代を支える相談支援機能の強化」を重点取組テーマとして掲げ、相談支援の質を

高め、必要な支援がより確実に届く体制を整えていきます。 

まず、アウトリーチについては、支援が必要でありながらつながらない、または支援が中断

してしまう方が存在する課題を認識しています。一方で、相談員の業務量や人員体制を考える

と、新たな事業として拡大することは困難であることを踏まえ、アウトリーチを特別な業務と

してではなく、既存の相談支援の中に位置づけて整理し、初回相談や中断ケースへの丁寧なフ

ォローを職員間で共有して継続できる体制を目指します。これにより、どの相談員が対応して

も必要な支援が届く、安定した相談支援の実践につなげます。 

次に、子育て世代の相談支援機能の強化です。センター周辺は子どもの多い新興住宅地であ

り、子どもの相談のニーズが高い地域特性があります。10 年以上続けてきたグループピアカウ

ンセリングは重要な取り組みですが、昨年度は参加者が伸び悩む状況がありました。その中で、

広報の強化や児童館との連携による出張カウンセリングを実施し、新たな相談ニーズとの接点

を得ることができました。今後は自立支援協議会の親子部会など、既存の連携の場も積極的に

活用しながら、関係機関との協働体制の強化を進めていきます。 

また障害児相談支援においては、量的拡大ではなく、質の向上に重点を置き、医療的ケア児

の支援に取り組むことで、職員全体の専門性向上につなげます。 

これらの取り組みを通じ、地域の誰もが必要な支援につながり、安心して暮らし続けられる

よう、相談しやすく信頼される「支援の拠点」を目指します。 
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1．事業概要 

 開設年月日：2014 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業    (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2014 年 4 月 1 日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 相談支援事業 － 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2014 年 4 月 1 日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

ア ウ ト リ

ー チ 機 能

の 整 理 と

維持 

(1）アウトリ

ーチ機能の

位置づけと

整理 

アウトリーチを

特別な業務とし

て新設するので

はなく、既存の相

談支援業務の中

に位置づけ、職員

間の共通理解を

図る 

現状整理と共

通理解の形成 

整理内容の運

用確認 

位置づけの定

着 

(2)業務負荷

に配慮した

限定的な実

践 

職員の業務量や

心理的負担に十

分配慮しながら、

必要性が高いケ

ースに限ってア

ウトリーチ的支

援を行う 

必要性の高い

ケースでのア

ウトリーチ的

支援の実施 

実施したケー

スの対応の振

り返りと今後

の検討 

実施可能な対

応範囲でのア

ウトリーチ的

支援の継続 

子 育 て 世

代 を 支 え

る 相 談 支

援 機 能 の

強化 

(1)子育て関

係機関との

連携強化 

グループピアカ

ウンセリング事

業・親子部会活動

を通して、児童

館、民生委員、学

校（スクールソシ

ャルワーカー、特

別支援教育コー

ディネーター）と

の繋がりを広げ

る 

グループピア

カウンセリン

グ事業・親子

部会活動を関

係機関に周知 

グループピア

カウンセリン

グを関係機関

が「活用でき

る資源」とし

て認識 

子育て関係機

関 か ら の 相

談・つなぎの

増加 

 

グループピア

カウンセリン

グおよび親子

部会が地域全

体の相談支援

のハブとして

機能 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

(2)児童の計

画相談受任

の質的重点

化 

現在 13 件受任中

で、あと 2 件は医

療的ケア児や家

族支援が必要な

ケースなど、支援

調整ニーズの高

いケースを優先

する 

医ケア児の計

画相談を 1 件

受任し、担当

者から支援内

容や視点を共

有 

ケース共有を

通じた実践力

の向上 

医ケア児・家

族支援が必要

な児童の計画

相 談 を 受 任

し、センター

全体の知識・

スキルとして

蓄積 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

アウトリーチ機能の位

置づけと整理 

①初回相談・過去の相談の中で継続的

な支援につながっていないケースのピ

ックアップと整理 

②アウトリーチの考え方についての協

議 

現状整理とアウトリーチに

ついての共通理解を形成す

る 

 

業務負荷に配慮した限

定的な実践 

①上記でピックアップしたケースにつ

いて、必要性の検討 

②必要性が高いと思われるケースでの

アウトリーチ的支援の実践 

必要性の高いケースでアウ

トリート的支援が実践でき

る 

職員の疲弊や業務過多につ

ながらない体制が維持でき

ている 

子育て関係機関との連

携強化 

①グループピアカウンセリング事業・

親子部会の広報・周知 

②出張ピアカウンセリングの計画的な

実施 

グループカウンセリング・

親子部会を通じて複数の子

育て関係機関との基盤づく

りができる 

児童の計画相談受任の

質的重点化 
医ケア児の計画相談を 1 件受任 

医ケア児の計画相談におけ

る支援内容や必要な視点を

共有する 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖隷総合相談センター 

施設長 大森 陽子 

 

神戸聖隷総合相談センターの基本方針 

1．地域で生活する障害者とその家族等からの相談に対し、相談者の意思及び人権を尊重した

適切な情報提供や助言、意向に沿った計画相談支援サービス（サービス等利用計画の作成）

の提供等、住み慣れた地域で安心に暮らすことができるよう相談支援を行います。 

 2. 必要性が高まっている「成年後見制度」に関する相談、情報提供、申立支援を通じて地域

のニーズに応えます。 

3. 地域が抱える課題のセーフティネットとしての役割を果たすべく、障害、年齢に関係なく 

生きづらさ、困りごとを持つ方々の相談の対応、ニーズの把握に努め新たなサービスを創 

造します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 どんな希望も受け止め、ともに叶えていける相談の場、地域の人たちが自然と集い、こころ

を休められる「憩いの汀」を創ります 

 

2026 年度の事業計画について 

神戸聖隷総合相談センターは、2016 年 4 月の開設から 10 年目を迎えます。節目となる今年

度から始まる第 6 期中期計画では、これまで培ってきた相談支援の実践をさらに発展させ、「法

人全体の支援力向上を目的とした研修の実施」と 「Tunagari を活用した地域貢献活動」の 2

つを重点取組テーマとして取り組んでいきます。 

まず、研修の実施については、法人内の多くのご利用者の計画相談を担う特定相談支援事業

所としての役割を活かし、職員が計画相談支援の意義や考え方を理解し、日々の支援に生かせ

るような研修を開催します。開催時期や内容については、経験年数の浅い職員でも学びやすく、

実践に結びつけやすいものとなるよう工夫します。また、相談支援の現場で見えてきた、触法

障害者に対する誤解や先入観にも対応するため、正しい理解を深め、制度や支援の枠組みの中

で捉え直せる研修も実施し、法人全体の支援力の底上げを図ります。 
次に、2021 年 7 月にオープンした「Tunagari～あつまり処～」は、地域の人たちが気軽に利

用できるカフェとして徐々に定着しています。今期の中期計画では、これをさらに発展させ、

地域住民を対象とした新たなイベントを企画し、地域とのつながりを緩やかに広げていくこと

を目指します。その中で、Tunagari が「気軽に立ち寄れる場所」として認識され、地域に根差

した交流の拠点となることを目指します。また、地域の子どもたちの安心できる居場所として

スタートした「Tunagari～こどもひろば～」も 3 年目を迎えました。今後も継続的に開催し、

地域のこどもやその保護者、ボランティアとして関わる高校生など、幅広い世代が温かく関わ

り合える場として成長させていきます。 

これらの取り組みを積み重ねながら、法人の地域貢献の拠点として、また、将来的には地域

の誰もが気軽に相談できる「よろず相談窓口」としての機能を担えるよう、基盤づくりを進め

ていきます。 
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1．事業概要 

 開設年月日：2016 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業     (第 2 種) 特定相談支援 － 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2016 年 4 月 1 日 

 

  

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

法 人 全 体

の 支 援 力

向 上 を 目

的 と し た

研 修 の 実

施 

(1)法人職員

向けに、計画

相談支援の

基本的な役

割や流れを

伝える研修

を実施する 

法人内で日々の

支援を行う施設

と計画相談支援

の結びつきを強

め、トータルでご

利用者を支援で

きるようになる 

法人職員に計

画相談支援へ

の理解を深め

てもらう 

計画相談支援

と現場支援の

つながりを理

解してもらう 

法人内でより

連携しやすい

関係ができる 

(2）テーマ別

の研修を実

施する（特に

誤解されや

すい支援対

象者につい

ての研修） 

誤解や先入観に

基づいた不安や

距離感を和らげ、 

支援対象者を制

度と支援の枠組

みの中で捉え直

すことができる

ようになる 

触法障害者に

ついての研修

開催 

研修開催（テ

ーマ未定） 

研修開催（テ

ーマ未定） 

Tunagari

を 活 用 し

た 地 域 貢

献活動 

(1)地域住民

向けイベン

トの開催 

地域住民との緩

やかなつながり

を育み、生活課題

の把握につなげ

る。また、相談支

援事業所として

の専門性を活か

し、住民が気軽に

相談できる「よろ

ず相談窓口」とし

ての役割を段階

的に確立する。 

地域住民を対

象とした交流

機 会 の 提 供

（ 映 画 上 映

会、健康体操、

認知症予防、

講座など）→

Tunagari が

「気軽に立ち

寄れる場所」

として認識さ

れる 

地域住民を対

象とした交流

機会の提供→

イベント時や

終了後の雑談

等を通じて、

生活上の困り

ごとや不安、

相談につなが

りやすい話題

を把握する 

地域住民を対

象とした交流

機会の提供→

地域住民が困

った時に「と

りあえず相談

できる場所」

として認識さ

れる 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

(2)地域のこ

どもとの関

係づくり 

Tunagari を拠点

として実施して

いる「こどもひ

ろば」を基盤に、

地域の小学生と

の継続的で安心

できる関係づく

りを進める 

こどもひろば

の継続開催→

顔の見える関

係づくり 

こどもひろば

の継続開催→

行きたい場所

に育てる 

こどもひろば

の継続開催→

地域の中でこ

どもを見守る

関係づくり 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

法人職員向けに、計画

相談支援の基本的な役

割や流れを伝える研修

を実施する 

①研修内容・実施方法の検討 

②研修の実施 

 

現場職員に計画相談支援の

基本的な役割を知ってもら

う 

テーマ別の研修を実施

する（特に誤解されや

すい支援対象者につい

ての研修） 

①研修の実施時期・方法の検討 

②触法障害者についての研修開催 

誤解や先入観による不安や

距離感を和らげ、支援対象

者を制度と支援の枠組みの

中で捉え直すことができる

ようになる 

地域住民向けイベント

の開催 

①イベント内容の検討 

②地域住民を対象としたイベントの実

施（年１回） 

Tunagari が「気軽に立ち寄

れる場所」として認識され

る 

地域のこどもとの関係

づくり 

①こどもひろばの開催日程・方法の検

討 

②こどもひろば開催 

地域のこどもとの顔の見え

る関係をつくる 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸友生園 

施設長 大川 博啓 

 

神戸友生園の基本方針 

1．利用者の障害状況に応じたプログラムの提供に努めます。 

 2．利用者のニーズに応えられるよう高い専門性を持って支援を行います。 

3．安心・安全に地域生活が営めるよう支援を行います。 

  

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 神戸友生園は、すべての人の「働く」・「遊ぶ」・「つながる」を応援します 

 

2026 年度の事業計画について 

 神戸友生園は、1984 年の事業開始から 41 年目が経過しました。事業開始当初の意義を再確

認しつつも、大きな転換点を迎えていることも事実です。利用者の重度高齢化に伴う作業や活

動提供の課題、将来の生活についてなど、これまでの神戸友生園では顕著ではなかった事柄が 

大きくクローズアップしてきています。その中で迎えた第 6 期中期計画は、これからの神戸友

生園の方向性を示し、新たな基礎となる計画を目指しました。 

1 つ目として、事業運営の最適化があげられます。これまで定員 40 名の就労継続支援 B 型事業

所として運営してきましたが、現状の利用登録者数や職員体制を考慮して、収支バランスの取

れた事業運営の新しい形を作っていきます。また、法人の第 6 期中期計画と連動する形で、支

援記録システムの導入など業務の省力化・効率化を目指します。 

2 つ目として、様々な障害特性に対応できる専門的な職員の育成に取り組みたいと思います。

神戸友生園は、身体障害のある方、知的障害のある方もご利用になっています。それぞれの特

性に合わせた支援を職員全員ができるように研修を充実させていきます。同時に、業務のムリ・

ムラ・ムダを省き、働きやすい職場環境を構築することで、職員の確保と定着を維持していき

ます。 

3 つ目として、ご利用者が生きがいと働きがいをもって利用できるように、作業の確保と工賃

収入の向上に取り組みます。自主生産品のオリジナルのお茶販売については、商品の魅力アッ

プと販路拡大に努めていきます。 

4 つ目として、作業以外の余暇や生きがいに繋がるサービスを提供していきます。重度高齢化

が進む中で、作業支援だけではなく生活支援や楽しみにつながる活動を提供していきます。 

第 6 期中期計画のビジョンにあるとおり、「働くこと」・「遊ぶ（楽しむ）こと」・「つながる」こ

とにより、ご利用者の生活が充実したものになるように努めていきます。 
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1．事業概要 

 開設年月日：1984 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 40 名 
身体障害者 

知的障害者 
2008 年 4 月 1 日 

 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

事 業 運 営

の 最 適 化

と効率化 

定員規模の

最適化 

収入の安定と支

援体制のバラン

スの確立 

定員変更と職

員体制の検討 

定員変更と職

員体制の検討 
定員変更実施 

支援記録シ

ステムの検

討（法人と連

携） 

業務の効率化と

利用者支援の質

の担保 

必要な情報の

収集と検討 

導入に向けた

準備 

記録ソフトの

導入と運用開

始 

職 員 の 育

成 と 職 場

環 境 の 改

善 

職員育成と

スキル向上 

職員の専門性の

向上を図る 

研修の計画と

実施 

研修の計画と

実施 

研修の計画と

実施 

業務の標準

化と再編 

業務の効率化と

継続的な業務活

動の実施 

効率的な業務

の検討 
業務改善実施 業務の見直し 

作 業 環 境

の 改 善 と

拡充 

自主生産品

（お茶）の見

直し 

自主生産品の拡

充による作業

確保と工賃ア

ップ 

お茶作業の見

直し実施 
販路拡大 販路拡大 

安定した下

請け作業の

確保 

下請け作業の安

定による作業

確保と工賃ア

ップ 

新規作業開拓

と作業量の確

保 

作業の拡大 
平 均 工 賃

15000 円達成 

利 用 者 支

援 の 質 の

向上 

重度・高齢利

用者に対応

できる活動

の提供 

利用者が主体的

に参加できる

活動を提供す

る 

重度・高齢利

用者向けの支

援検討 

重度・高齢利

用者向けの支

援実施 

重度・高齢利

用者向けの支

援実施 
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3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

職場環境の改善 

 

①休憩時間の確保 

②業務改善の実施 

③マニュアルの再整備 

 

 

働きやすい職場を目指す 

お茶作業の見直し 
①単価の再設定 

②パッケージの見直し 

商品の魅力と収益性の向上

を図る 

下請け作業の安定 

①利用者全員が取り組める作業の開拓 

②田中商店作業の拡充（平均工賃

15,000 円を目指す） 

作業量と工賃の安定 

研修の充実 

①外部研修への参加 

②他事業所の見学（1 回/年） 

②内部研修の実施（感染症・権利擁護・

障害特性など） 

専門スキルの向上 

経営の安定 

①相談支援事業者や学校訪問の実施

（新規利用者獲得 1 名） 

②ランニングコストの見直し 

収支のバランスを取り運営

の安定化を目指す 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホーム南落合 

施設長 大川 博啓 

 

グループホーム南落合の基本方針 
 1．利用者一人一人の基本的人権を尊重した支援を行います 

2．利用者の働きたいという思いを大切にした「その人らしい暮らし」を支援します。 

3．安心・安全な生活が送れるよう環境づくりを行います。 

4．地域と連携し、地域に根差したホームとなるように努めます。 

 

 

2026 年度の事業計画について 

グループホーム南落合は、自立したご利用者が安心して過ごせるホームをコンセプトとして運

営しています。ご利用者の重度高齢化は少しずつ進んできている状況ですが、一人一人が健康

で自立した生活が送れるように支援を継続していきます。 

 職員体制では、これまで土曜日や日曜日の日中は世話人の配置がありませんでしたが、今年

度からは世話人を配置することで、これまで以上にきめ細かな支援ができるように計画してい

ます。昼食や掃除などの支援も含め、快適で安全な生活を提供していきます。 

 権利擁護や専門性の向上については、法人や神戸友生園による内部研修などを通じて質の担

保を行っていきます。また、定期的な世話人会議の開催を行うことで、情報の共有と支援の統

一を図っていきます。 

 外部機関との連携では、移動支援事業所と連携を行い、ご利用者のご希望に沿った余暇支援

の提供やスムーズな受診の提供を行います。 

 地域との関係では、自治会活動に参加して良い関係性の維持に努めていきます。また、地域

連携推進会議を開催して、地域住民がグループホームやご利用者の理解を深められるように取

組みます。これからも、ご利用者が安心して地域で暮らしていけるグループホームを目指して

いきます。 

 

 

 
 
 
1．事業概要 

  開設年月日：2019 年 10 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 5 名 知的障害者 2019 年 10 月 1 日 
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2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

安心・安全な生活環境

の提供 

①日中支援事業の活動がない日（土曜・

日曜・祝日）の世話人の配置 

②世話人会議の定期開催（奇数月第3火

曜日） 

③移動支援事業所と連携した余暇支援

の充実 

 

 

見守り体制の強化と余暇支

援の充実 

権利擁護のための支援 

①虐待防止セルフチェックリストの実

施（2 回/年） 

②権利擁護・障害特性の研修実施 

接遇・権利擁護に関する意

識の向上 

健康管理 

①日々の健康状態の把握と世話人間で

の情報共有 

②定期受診のサポート（移動支援事業

所との連携） 

利用者の健康維持 

地域との連携 
①自治会活動への協力 

②地域連携推進会議の開催（1 回/年） 
地域の理解促進 

防災対策 
①防災訓練の実施（2 回/年） 

②備蓄品の管理 
災害時の体制構築 

利用率の安定 
①365 日のサービス提供と利用率 90％

の維持 
経営の安定 

バックアップ体制の整

備 

①緊急時の神戸友生園による対応体制

の構築 

全職員が対応できるように

なることで柔軟な対応が可

能になる 

専門性の向上 ①内部研修の実施 
障害特性に合わせた支援が

出来るようになる 

基本理念の浸透 ①法人研修への参加 
理念の理解促進と法人職員

としての意識の醸成 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸光生園 

施設長 木南 仁 

 

神戸光生園の基本方針 

1．「隣人を自分のように愛すること」の具現化を目標に、法人の基本理念に掲げられた行動 

  規範「個別支援の推進」「利用者の人権擁護」「職員の専門性の醸成」「地域社会との連携」 

  を中心テーマとして支援に努めます。 

 2．「ご利用者の笑顔」をひとつの評価の基準にし、より良いサービスの提供を目指します。 

3．ご利用者ひとり一人の可能性、能力、個性が発揮できる支援を行ない、そのための職員の

専門性の向上を図ります。 

 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 ご利用者・ご家族・職員・地域の人たちがワクワクする施設をめざします。 

 

 

2026 年度の事業計画について 

 神戸光生園は、昨年度開設 40 年という大きな節目を迎えました。次の 50 年に向けた新たな

一歩を踏み出す年であると同時に、第 6 期中期計画の 1 年目として計画に取り組む重要な年と

なります。まず、「就労定着支援事業」は一定の役割を終えたため、2025 年度末をもって事業

を終了し、就労継続支援 B 型事業と生活介護事業の多機能型として事業を運営していきます。

第 5 期中期計画では重点取り組みテーマとしてさまざまな取り組みを進めてきましたが、第 6

期ではそれらの多くを日々の業務の中に落とし込み、実践していきます。あわせて新たな重点

取り組みとして、就労継続支援 B 型事業、生活介護事業ともに障害特性等に応じたグループ化

を進め、ご利用者がより落ち着いた環境の中で活動できる体制づくりを検討していきます。そ

の実現のためにも、職員体制の強化を図っていきたいと考えています。また、第 5 期中期計画

で掲げていたものの実現できなかった「快適な活動空間の提供」については、改めてしっかり

と取り組み、改修や環境整備につなげていきます。そして、リスクマネジメントの強化や研修

体系の充実を図り、職員一人ひとりの専門性と組織力の向上にも取り組みます。変化と挑戦の

1 年となりますが、ご利用者・ご家族・職員・地域の人たちがともにワクワクできる施設づく

りをめざしていきます。お一人おひとりの思いや願いに耳を傾けながら、その人らしい生活の

実現を支えていきます。 

 

1．事業概要 

 開設年月日：1985 年 4 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 57 名 知的障害者 2007 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 33 名 知的障害者 2007 年 10 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

魅 力 的 な

活 動 空 間

の 提 供 と

グ ル ー プ

化 

障害特性に

合わせたグ

ループ化 

ご利用者が安心、

安全に障害特性

に応じた日中活

動の過ごしがで

きること 

グループごと

のコンセプト

を検討し確定 

グループごと

に活動を開始

（本園） 

おおまちのご

利用者も加わ

りグループ化

が完了 

快適な活動

空間の提供 

神戸光生園とし

て統一感のある

活動空間を提供 

グループ化し

た活動空間の

イメージ図の

完成 

必要物品の見

積・内装工事

の準備 

物品調達・内

装工事を実施 

お お ま ち

の 新 た な

展開 

おおまちの

ご利用者の

活動がより

良いものと

なる 

おおまちのご利

用者が安心、安全

に活動すること 

ご利用者・ご

家族へ説明し

理解を得る 

ご利用者・ご

家族の理解を

得て、改善の

準備 

改善計画の実

行 

おおまちの

地域開放の

継続 

今後もおおまち

を地域に開放す

る 

おおまちの地

域開放マニュ

アルの完成 

地域への説明

と理解 

新たな手順で

おおまちを地

域に開放する 

 

 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

新規ご利用者の獲得 

①特別支援学校(神戸･明石)との情報

交換（6 月） 

②特別支援学校向けの見学会の開催

（7、12 月） 

学生情報を得ること、神戸

光生園をアピールし、新規

のご利用者を獲得する 

財務の改善 

①生活介護：人員配置体制加算(Ⅲ)を

取得（4 月) 

②就労 B：平均工賃 15,000 円/月の維持 

③ご利用状況の把握、利用向上へのア

プローチ 

安定した収入と積立金の確

保 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

リスクマネジメントの

強化 

①事故・ヒヤリハット報告のマニュア

ル作成（7 月） 

②事故・ヒヤリハット報告書式の改訂、

試行（2 月） 

③リスクマネジメント研修の開催（年 2

回） 

リスクマネジメントに対し

ての取り組みの確立 

ヒヤリハット報告の増加 

研修体系の強化 
①研修スケジュールの作成（5 月） 

②各研修の実施（必須研修含む）（随時） 
計画的な研修の実施 

家族と施設の情報共有

方法の構築 

①新たな活用アプリの検討（8 月） 

②活用アプリの試行（9 月） 

③家族への通知（10 月） 

④運用開始（12 月） 

ご家族とのスムーズな情報

共有ツールの確立 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホーみなみたもん 

施設長 木南 仁 

 

グループホームみなみたもんの基本方針 
 1．基本的人権を尊重した支援を行います。 

2．ご利用者一人ひとりの「その人らしい暮らし」が実現できるように支援します。 

3．安心で安全な生活が送れる環境づくりを行います。 

4．地域の一員としての役割を担えることを目指し、「障害理解への啓発」に努めます。 

 

 

2026 年度の事業計画について 

 グループホームみなみたもんは、開設 12 年目を迎えました。建物や設備について経年劣化

が見られる箇所が出てきており、今後は計画的に修繕を行いながら安全で快適な生活環境の維

持に努めていきたいと思います。そして、ご利用者の高齢化も進んできていますが、皆様それ

ぞれのペースで日々の生活を送られています。一人ひとりの思いや生活スタイルに寄り添いな

がら、安心して暮らし続けられるよう支援を継続していきます。 
職員体制については、夕方の時間帯に職員を複数名配置することにより、食事準備から清掃

までの業務とご利用者の支援を並行しながら進めることができるようになりました。これによ

り夜勤職員の負担軽減にもつながり、よりよい支援ができると思っています。 
定期的な世話人会議は継続し、職員間の情報共有を徹底することで、支援内容の統一と質の

向上を図ります。医療面においては、必要に応じて医療機関への受診支援を行い、健康管理の

強化に努めます。余暇支援については、移動支援事業所との連携を継続し、外出機会の確保を

図ります。昨年度は自治会役員を担ったことで、近隣住民の方々との関わりが一層深まりまし

た。今年度も地域連携会議を確実に開催し、地域との関係強化に努めます。ご利用者が地域の

中で安心して暮らせるホームであり続けることをめざします。 
 
 
 

1．事業概要 

 開設年月日：2014 年 5 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 5 名 知的障害者 2014 年 5 月 1 日 
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2．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

生活環境の充実 

①ご家族（後見人・保佐人）との情報共

有・連携 

②業務マニュアルの整備・更新 

③関係機関（移動支援事業所）との連携 

①ご家族（後見人・保佐人）

との良好な関係維持 

②業務マニュアルの整備 

③余暇支援の充実 

健康管理 ①健康状態の把握・高齢化への対応 
①体調不良時等の日中支援

や通院支援の実施 

地域との連携 
①垂水区グループホーム連絡会に参加 

②地域連携推進会議の開催（1 回/年） 

①グループホーム連絡会か

ら情報収集、情報共有 

②より良い地域生活活動の

実現 

防災対策 

①避難訓練・通報訓練の実施（6、11 月） 

②BCP(防災・感染症)の研修（6、10 月）、

訓練（11、12 月） 

①避難訓練･通報訓練の実

施 

②BCP の研修、訓練の実施 

経営の安定 
①週末帰省の安定に向けた取り組み 

②修繕に備えた積立金の計上 

①利用率 90％維持 

②修繕積立目標 200 千円 

専門性の向上 
①職員会議で専門研修の実施（1 回/年） 

②ホーム会議で情報共有、検討（毎月） 

①②専門性が向上した支援

の実施 

虐待防止・人権擁護の

取組み 

①内部研修を実施（2 回/年） 

②虐待防止セルフチェックの実施(2 回

/年)  

①虐待防止、身体拘束防止

の意識向上 

②虐待につながる行動を自

覚し、未然に防ぐ 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームふくだ 

施設長 木南 仁 

 

グループホームふくだの基本方針 
 1．ご利用者が自分の意思で暮らすことができ、基本的人権が守られる支援を行います 
 2．ご利用者がお互いを尊重し、助け合って生活できるような毎日を目指します 
 3．１人ひとりの個性を認め、プライバシーを重視した生活を提供します 
 4．地域の中で、社会の一員として「ふつうの暮らしを楽しむ」事を支える支援をします 
 

 

 

2026 年度の事業計画について 

 グループホームふくだは、2017 年の開設より「地域の中で自分らしく暮らすこと」を大切に

歩んできました。ちょうど開設 10 年目の節目の年を迎えます。これまでの実践を振り返り、基

本に立ち返りながら、より質の高い支援の実現をめざしていきます。 

まず、感染症対策はこれまでの経験を踏まえ、手洗い・消毒・換気・体調確認等を継続して

いきます。また、自然災害への備えとして避難訓練や BCP に基づく訓練を実施し、安全・安心

な生活基盤の確保に努めます。そして、コロナ禍を経て生活様式は変化してきていますが、ご

利用者一人ひとりの生活の充実を図り、環境の整備やプライバシーへの配慮を進めていきます。 

次に、週末帰省において、ご家族の高齢化などにより、帰省後の復帰が困難となるケースが

見られます。ご家族の思いに寄り添いながらも、ご本人の意思と生活の継続を第一に関係機関

と連携した支援体制を整えていきます。 

地域との関係性をさらに深め、防災訓練への参加などを通して地域の一員としての役割を果

たし、地域からも認められるようなグループホーム運営を継続していきます。 

 

 

 

1．事業概要 

  開設年月日：2017 年 5 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 2017 年 5 月 1 日 
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2．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

生活環境の充実 

①ご家族（後見人・保佐人）との情報共

有・連携 

②業務マニュアルの整備・更新 

③関係機関（移動支援事業所）との連携 

①ご家族（後見人・保佐人）

との良好な関係維持 

②業務マニュアルの整備 

③余暇支援の充実 

健康管理 ①健康状態の把握・高齢化への対応 
①体調不良時等の日中支援

や通院支援の実施 

地域との連携 

①地域行事（夏祭り）に参加（8 月） 

②福田地域総合防災訓練に参加（10 月） 

③地域連携推進会議の開催（1 回/年） 

④垂水区グループホーム連絡会に参加 

①②③より良い地域生活活

動の実現 

④グループホーム連絡会か

ら情報収集、情報共有 

防災対策 

①避難訓練・通報訓練の実施（5、9 月）

②BCP(防災・感染症)の研修（5、10 月）、

訓練（11、12 月） 

①避難訓練･通報訓練の実

施 

②BCP の研修、訓練の実施 

経営の安定 ①週末帰省の安定に向けた取り組み 
①帰省の安定と利用率90％

維持 

専門性の向上 
①職員会議で専門研修の実施（1 回/年） 

②ホーム会議で情報共有、検討（毎月） 

①職員会議での専門研修の

実施（1 回/年） 

虐待防止・人権擁護の

取組み 

①内部研修を実施（2 回/年） 

②虐待防止セルフチェックの実施(2 回

/年) 

①虐待防止、身体拘束防止

の意識向上 

②虐待につながる行動を自

覚し、未然に防ぐ 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸明生園 

施設長 山本 隆志 

 

神戸明生園の基本方針 

１．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利用

者支援にあたります。  

２．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

３．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持ち

をもって仕事に取り組みます。 

４．「あたりまえの暮らし」と「その人らしい暮らし」の実現を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 だれもが笑顔で過ごせる支援と空間の創造 

 

2026 年度の事業計画について 

 第 6 期中期計画の初年度にあたる 2026 年度は、以下の内容を中心に取り組みます。 

①建物、設備の老朽化に対応するために、旧館を中心とした施設改修工事に着手します。ご利

用者が生活しながらの改修工事になるため、安全面には十分に配慮しつつ工事を進めていきま

す。高齢重度化した入所者が安心・快適に生活できる空間づくりを行います。 

②外部コンサルテーションを活用した、事例検討会を月 1 回開催します。事例検討会は定着し

てきたため、外部コンサルテーションに頼らず、自主運営できるように準備を進めていきます。 

③業務改善について、生産性向上委員会において検討し、現場現実に即したデジタル機器の導

入や、業務内容の見直しによる効率化を進めます。 

特に 2026 年度は①の改修工事に注力します。 

 

 

 

 

 

 

 

1．事業概要 

開設年月日：1991 年 9 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設     (第 1 種) 施設入所支援 60 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 70 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 10 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

公益事業 日中一時 － 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

老 朽 化 し

た 建 物 設

備の改修 

(１)施設大

規模改修の

実施 

・中期計画終了時

に、改修と検証が

終了 

・施設大規模

改 修 工 事 契

約、工事開始 

・施設大規模

改修完了 

 

・施設大規模

改修完了後の

検証 

 

人材確保 

(１)大学と

の関係性の

強化 

・実習生がコンス

タントに来るよ

うになる 

所属職員の出

身大学を訪問 

所属職員の出

身大学を訪問 

所属職員の出

身大学を訪問 

社福実習 1 名

受け入れ 

(２)特定技

能外国人の

活躍 

・３人程度が常に

勤務できる状況

になっている 

・安定した就

労状況の構築

を行う 

・特定技能外

国人１名検討 

・特定技能外

国人２名検討 

安 定 的 な

経営 

入所待機者

確保 

・安定的な待機者

確保ができる 

待機者所属施

設訪問 

待機者所属施

設訪問 

新たな待機者

募集 

業務改善 

（１）デジタ

ル機器導入

の検証 

・取り組んでいる

業務を検証し、

精査できる 

記録作成効率

化 

法人の動きに

順ず 

効果の検証 

（２）マニュ

アル改善・見

える化 

施設内空間の

名称の統一化 

マニュアル改

定 

効果の検証 

 

 

 

3．2026 年度施設事業計画 

 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

理念を学ぶ機会の継続 

①朝礼時の「日々を生きる力」朗読 

 毎週月曜日の「平和を求める祈り」

朗読 

②理念研修の実施（年 1 回） 

理念に基づいた支援の在り

方を知る 

理念研修を受けられる機会

の提供 

支援力の向上 

①外部から講師を招いてコンサルテー

ション事業を実施（1 回/月） 

②担当職員による内部研修に結び付け

て職員全体のスキルアップを図る。 

①支援の基礎となる知識を

得ると共に資料作成能力の

向上 

②支援者全体の支援力向

上。 

人材確保 

①法人と連携して高校・大学へ訪問等

実施し地域に根差した施設展開を行う 

①施設の認識度を上げ、実

習や働き先としての知名度

を上げる。 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

②特定技能外国人の受け入れを継続す

る。人材育成のための必要事項を検証

し、業務を担える存在を作る。 

②安定した人材確保 

地域とのつながりを作

る 

①村内イベントに出席する。 

１）ユニバーサル農園 

２）ハピネスコーナーへの出店 

３）地域の連絡会への継続した参加 

４）自立支援協議会への参加 

・周辺の施設と交流し自施

設が地域の一部として作用

するための情報収集を行

う。 

・ご利用者の活動場所の拡

大 

安定的な経営 

①今後の施設大規模改修工事の費用確

保 

 

 

 

②欠員状態の日数を減らせるよう入所

待機者の確保を行う。 

①継続的な積立を実施し心

配なく改修を行う。また、

次の改修に向けた積立を行

う。 
 
②欠員状態が減少する。 

業務の効率化を進める 

①マニュアルの改善、見える化の推進 

 生産性向上委員会の立ち上げ 

 

②デジタル機器導入の効果検証 

①マニュアル更新、誰もが

見やすく理解しやすい名称

や指標の作成 

②現状使用している機器の

検証を行う。 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ケアホームきたすま 

施設長 山本 隆志 

 

ケアホームきたすまの基本方針 

１．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利用

者支援にあたります。 

２．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

３．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持ち

をもって仕事に取り組みます。 

４．利用者が地域の主体であることをともに感じることができる支援を目指します。 

  

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 だれもが笑顔で過ごせる支援と空間の創造 

 

2026 年度の事業計画について 

 地域での小規模なグループホームである「ケアホームきたすま」は、引き続き家庭的な雰囲

気による入居者の居心地の良さは確保しつつ、職員の専門性を少しずつ高める取り組みに本格

着手していきます。神戸地区内でのグループホームバックアップ体制の拠点化をにらみ、バッ

クアップ施設からの応援派遣に入ることができる人員の強化も行います。バックアップ施設の

看護師との連携は引き続き実施していき、高齢になった入居者がより安心して生活できる場所

を目指していきます。また、地域からの理解が得られているホームですが、地域清掃以外の行

事には参加できていなかったため、第 6 期では地域行事への参加も進めていきます。 

 

 

1．事業概要 

1.事業概要 

 開設年月日：2009 年 3 月 1 日 

 種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設事業 (第 2 種) 共同生活援助 5 名 知的障害者 20015 年 10 月 1 日 

     

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

人材育成 
支援力向上

研修の実施 

職員の専門性の

向上 

安全確保に関

する研修実施 

利用者理解に

関する研修実

施 

他グループホ

ームとの合同

研修実施 

安 定 的 な

バ ッ ク ア

ップ体制 

応援対応で

きる職員の

増員 

バックアップ体

制の強化 

新たに 2 名が

対応可能とす

る 

新たに 2 名が

対応可能とす

る 

拠点化への協

力 

安 定 的 な

経営 

収支バラン

スを確保 

収支の安定が継

続的に維持で

きる 

積立金 200 万

円以上実施 

積立金 200 万

円以上実施 

積立金 200 万

円以上実施し

拠点化での収

支確認 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

安定的なバックアップ

体制の確保 

バックアップ施設より、新たに 2 名の

職員が応援対応できるようにする 

2 名の職員が応援対応業務

を把握 

人材育成 

①高齢重度化した入居者への安全な介

助法を学ぶ 

3 回の研修開催により、職

員全員が研修に参加 

②理念に関する研修を実施 
半数の職員が理念研修に参

加 

地域との連携 
地域連携推進会議にて、周辺住民との

交流を深めていく 
地域行事に参加（1 回） 

安定的な経営 
稼働率の維持向上のために、入居者の

健康維持を進める 
利用率 98％以上の維持 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団   

神戸市立ワークセンターひょうご

し ご と サ ポ ー ト 中 部 

神戸障害者就業・生活支援センター 

障害者雇用就業・定着拡大推進事業 

   所長 高見 俊雄 

 

ワークセンターひょうごの基本方針 

１. 法人の基本理念のもとに、標記の４事業を一体的・有機的に運営する。 

２. 障害者が「１人でも多く、１日でも長く」一般就労できるよう支援する。 

３. 個々の訓練生・相談者に適した就職支援・定着支援・就労選択支援を継続的に進める。 

４. 関係機関との連携の強化に努め、障害者の一般就労への理解と拡大を目指す。 

５. 神戸地域の障害者就労支援を担う中核施設としてハブ機能を発揮し、専門性の一層の向上

を図る。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

“働きたい”と願う障害のある方のニーズによりそい、人×企業×地域のつながりを深めなが

ら、時代に応じて進化し、すべての人が希望を感じられる未来を創ります。 

 

2026 年度、ワークセンターひょうごは、第 6 期中期計画の初年度として、就労移行支援と就

労定着支援の安定運営を最優先に取り組みます。また、新たに開始する就労選択支援事業のシ

ステム構築や、就労相談事業の支援の質の向上など、六つの方針を掲げます。 

 

① 就労移行支援について、利用定員を 20 名に変更して 1 年が経過したことを踏まえ、効

率的な運営と収支の均衡を検証します。2 か年平均で、年間 8 名の就職者輩出と同程度

の新規利用者獲得の可能性について様々なアプローチを試みます。 

② 近年、知的障害だけでなく精神・発達・身体障害の方にも対象を広げており、引き続き

様々な障害のある方を受け入れます。また、支援の度合いが高い方についても、ご本人

の意見を尊重し、可能な限り受け入れを検討します。多様な特性を持つ方の就職先を確

保するため、企業との連携や調整をよりきめ細やかに行います。一般就労を目指す支援

に加え、本人の能力や希望に応じた社会参加の機会を広げ、社会で活躍できる力を育て

ます。 

③ 就労選択支援の指定を受け、特別支援学校や関係機関との協議を重ねながら、利用者の

意思決定を尊重した支援の仕組みを整備します。既存の就労アセスメントから就労選択

支援へ移行するための運用体制を構築し、独自ツールや BWAP2 を活用した評価を実施し、

より正確で実践的なアセスメントにつなげます。初年度は運用の基盤づくりを中心に据

え、得られた結果を丁寧に分析し、翌年度以降の改善につなげることで、利用者への支

援の質を高めていきます。 

④ 事業所の魅力発信と利用者確保のため、営業活動を強化します。営業先リストを再構築

し、優先順位を明確にしたうえで、年間延べ 80 機関を目標に広報活動を行います。ま
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た、事業所説明資料を刷新し、息の長い支援体制や就職実績など、当事業所の強みがよ

り伝わる内容へ改善します。営業については、来所者への説明を丁寧に行い、実際の利

用につながった件数や割合を検証することで、営業活動の質を高め、利用者確保と地域

への認知度向上を図ります。 

⑤ しごとサポート中部や神戸障害者就業・生活支援センターなどの就労相談について、地

域の基幹的役割を担う事業所として、障害者・企業・関係機関からの相談に丁寧に対応

し、安定した支援提供の維持に努めます。基本相談や職場訪問による定着支援、企業か

らの相談対応など、日々の支援を積み重ねることで、地域における就労支援のハブ機能

をより確かなものにしていきます。関係機関との連携を深め、課題の共有や情報交換を

通じて地域全体の支援力向上に取り組みます。 

⑥ 体系的な研修計画を整備し、部署全体で一貫した成長プロセスを構築します。 

 

これらの取り組みを通じて、2026 年度は、利用者の希望に寄り添いながら、働くことを望む

すべての人が安心して一歩を踏み出せる環境づくりを進めていきます。変わりゆく社会の中で、

変わらない使命を胸に、障害のある方・企業・支援機関の三者と協働する事業所として、確か

な前進を積み重ねてまいります。 

 

  

- 66 -



1．事業概要 

 開設年月日：1996 年 4 月 1 日 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 

就労移行支援事業 

－神戸市立ワークセ

ンターひょうご－ 

20 名 知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労定着支援事業 ― 知的障害者 2018 年 8 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労選択支援事業 ― 知的障害者 2026 年 4 月 1 日 

公益事業（市委託） 

相談支援事業 

－しごとサポート中

部－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

1996 年 4 月 1 日 

公益事業（国委託） 

相談支援事業 

（雇用安定） 

－神戸障害者就業・

生活支援センター－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2004 年 7 月 1 日 

地域生活支援事業 

（県委託） 

相談支援事業 

（生活支援） 

－神戸障害者就業・

生活支援センター－ 

公益事業 

（県補助事業） 

職場開拓事業 

－障害者雇用就業・

定着拡大推進事業－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2004 年 7 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

就労支援関

係自主事業

の活性化と

収益確保

（老舗力の

再生） 

 

営業活動の

実施 

①年間 80 機関に

対して営業活動 

営業先リスト

の再構築と優

先順位付け 

営業先の再編 営業先リスト

の優先順位の

妥当性評価と

再調整 

②来所者へ事業

所の魅力を適切

に伝える紹介資

料を作成する 

事業所説明資

料の刷新 

刷新した資料

を用いて、説

明を実施 

効果検証 

就労選択支

援事業の運

用システム

を整える 

①行政、特別支援

学校との協働に

よる利用者の意

思を尊重した就

労選択の実現 

特別支援学校

と日程・方法

を協議し、シ

ステムを構築

する 

構築したシス

テムをもとに

就労選択支援

を実施 

振り返り 2028

年度計画へ反

映 

改訂した計画

に基づき、就

労選択支援の

質の向上・合

理化を進める 

②アセスメント

ツールの選定・整

備 

独自のアセス

メントツール

と BWAP2 を導

入し、アセス

メントを実施 

運用について

振り返り、有

効性や課題を

整理 

他のアセスメ

ントツールの

情報収集・比

較検討 

対象者の特性

や支援段階に

応じて、複数

のアセスメン

トツールを使

い分ける運用

を確立する 

職 員 の 専

門 性 向 上

と 支 援 品

質の向上 

体系的な研

修計画の整

備 

学ぶ内容やステ

ップを統一し、部

署全体で一貫し

た成長プロセス

を構築 

当該年度の研

修およびこれ

までに参加し

た研修の集約 

集約した研修

をレベル別・

テーマ別に整

理し、職員の

キャリアに応

じた研修体系

を構築 

構築した研修

体 系 を 運 用

し、職員の割

り振りと研修

参加の調整を

行う 

  

- 68 -



3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

就労支援関係自主

事業の活性化と収

益確保（老舗力の再

生） 

①就労移行支援の利用者確保 

2025、2026 年度の利用率データ

を整理し、利用率 75％達成に向

けた現状評価と実現可能性の検

証 

②就職後 6 か月以上定着率 4 割以上

の区分（984 単位）取得、維持 

就職者数 8 名の達成状況と就職

に至らなかった利用者の分析 

③営業活動の実施 

営業活動先の履歴を残し、営業先

リストを作成 

未開拓な機関へ営業活動 

事業所説明資料の刷新 

見学や体験の受け入れ 

④就労定着支援の利用者確保 月 20〜24 名の利用者数を確保 

⑤就労選択支援事業の運用システム

を整える 

特別支援学校と日程・方法などの

協議 

独自のツールと BWAP２を導入

し、アセスメントを実施 

職員の専門性向上

と支援品質の向上 ① 体系的な研修計画の整備 
当該年度の研修およびこれまで

に参加した研修を集約する 

② 職員面談、スーパービジョンの実

施 

年 3 回、すべての職員に対してス

ーパービジョンを実施 

面談内容（課題整理・支援の振り

返り・メンタル面の確認）を標準

化する 

職員が安心して相談できる環境

づくりを進める 

就労相談機能の充

実 

～障害者、企業、関

係機関に対して、基

幹型機能、ハブ機能

を果たす～ 

① 障害者の基本相談、職場訪問によ

る定着支援、就職者の輩出 

目標件数を安定的に達成する 

委託元との連絡会議を通じて連

携を強化する 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

② 事業主（企業）に対する相談支援

の充実 

企業からの相談件数目標を 1000

件/年とする 

企業の障害者雇用担当者が情報

交換や課題共有を行える場の設

置について検討 

③ 障害者就労支援ネットワークの

充実 

各ネットワーク会議を計画通り

開催する 

参加機関との顔の見える関係が

でき、基本的な連携関係を構築す

る 

社会資源開拓 
地域内の就労継続支援 A・B 型、就

労移行支援への訪問 
月 2 事業所以上の訪問を実施 

実習先開拓 体験実習、職場実習席の開拓 外部訓練の充実 

障害がある方の 

職場定着支援 

在職者交流会、ドリーム、ほっとロ

ビー、同窓交流会、ロンガー作戦、

ジョブコーチ支援の実施 

障害のある方が長期的に職場に

定着できる 

就ポツの基幹型機

能を果たす 
研修講師の受託 

地域の支援機関へのスーパーバ

イズ 

障害者雇用に関わ

る機関と顔が見え

る関係の形成 

外部機関主催の会議への参加 

障害者雇用に関わる支援機関と

顔が見える関係を形成し、連携

を図る 

登録者へのアウト

リーチ 
葉月作戦（現況調査）の実施 

登録者の状況を把握し適切な支

援を実施する 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 
  グループホームアリエッタ北須磨 

         所長  高見 俊雄 
 

 

グループホームアリエッタ北須磨の基本方針 

１. 利用者一人ひとりの人権と主体性を尊重した支援を行います。 

２. 利用者が元気に職場等に出かけ、安心して帰って来ることができる“心の拠りどころ”と

なり、「一日でも長く」働き続けられるように支援します。 

３. 地域と連携し、地域に根ざしたホームとなるよう努めます。 

 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 “働きたい”と願う障害のある方のニーズによりそい、人×企業×地域のつながりを深めな

がら、時代に応じて進化し、すべての人が希望を感じられる未来を創ります。 

 

 

ご利用者のプライベートな時間や空間を尊重しつつ、必要に応じて職場や生活面での困りご

とに対応し、一人ひとりの職業生活を支えていきます。 

食事提供について、ポストコロナのあり方として、2025 年度に希望者が食堂で食事できるよ

う環境整備とルールづくりを進め、現在 6 名が食堂で食事をしています。残る 4 名については、

感染症への配慮や対人面の不安など個々の事情を踏まえ、居室での提供を継続しています。今

後もご利用者の意思を尊重しながら、職員の業務負担、満足度、感染症拡大時の対応などを検

証し、より良い提供方法を検討します。 

また、洗濯・掃除・食器洗い・服薬管理など、生活力の向上に向けた取り組みを継続します。

グループホームでの生活を通じて生活力を高め、一人暮らしなど次のステップの検討につなげ

ていきます。夜間支援がない施設であることから、定期的な避難訓練を継続し、緊急時対応へ

の意識づけも図ります。 

さらに、定期的なスタッフミーティングを実施し、職員間の円滑な情報共有を進めるととも

に、内部研修を通じて支援の標準化と質の向上を図ります。 

土・日曜日には、ご利用者が地域の一員として参画できるよう、地域行事への参加や外食な

どの余暇活動を企画し、地域とのつながりを広げていきます。 

一方で、働く障害のある方を受け入れている特性上、収入が一定額を超えることで補足給付

や家賃助成の対象外となり、さらに福祉サービスの自己負担金 1 割が発生するケースが生じて

います。前年度は 2 名が該当し、1 名は退所、1 名は利用調整で対応しました。今後も利用率を

80％程度で維持しつつ、他のご利用者についても影響が広がらないか、該当した場合に慌てな

いように事前に周知し、対策を講じます。 
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1．事業概要 

 開設年月日：2020 年 1 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 2020 年 1 月 1 日 

 

 

2．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

生活環境の充実 

① 利用者個々に配慮した生活環境と

生活スタイルの提供 

② 家族・後見人・ガイド・事業所な

ど関係機関との関係性維持・向上 

利用者が安心して自分らしい

生活リズムを築ける状態を実

現する 

支援方針の共有が円滑にな

り、支援の質が安定する 

マニュアルの整備 

① 基本的な生活支援のマニュアル作

成と更新 

② 個別のスケジュール作成 

支援の標準化が進み、職員間

のばらつきが減る 

自立的な行動が増え、生活力

向上につながる 

地域との連携 

① 地域行事等への活動に参加 

② 日常的な地域住民との関りを大切

にする 

利用者が地域社会の一員とし

て参加し、社会参加の実感を

得られる 

防災対策 

① 年 2 回の避難訓練の実施 

② 感染症対策における指針の整備、備

品の補充と管理 

災害時、適切に行動できる安

全体制を確立する 

感染症発生時の混乱を最小限

にし、事業継続性を確保する 

経営の安定 
①帰省の安定と利用率の向上 

②修繕等に備えた積立金の計上 

利用者の生活リズムが安定

し、継続利用していただく 

事業運営の安定につながる 

業務省力化の推進 ①業務日誌とケア記録での PC 活用 職員の事務負担軽減 

基本理念の理解 
①神戸聖隷ハンドブック・接遇ハンド

ブックの活用 

法人の理念・接遇基準が現場

に浸透する 

専門性の向上 
①法人内研修への参加（職位別研修、

理念研修） 

職員の専門性と理念理解が深

まり、支援の質が向上する 

虐待防止・人権擁護の

取組み 

①全員参加の内部研修を実施（1 回/年） 

②年 2 回の虐待防止セルフチェックの

実施 

チームとしての共通理解が強

まり、支援の一貫性が高まる 

不適切な支援を早期に発見

し、未然防止につなげる 

 

- 72 -



2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

ひょうご障害者相談支援センター 

神戸市障害者基幹相談支援センター 

神 戸 市 発 達 障 害 者 中 部 相 談 窓 口 

所長 高見 俊雄 

 

センターの基本方針 

【ひょうご障害者相談支援センター】 

１．障害のある方（以下、「相談者」という）の意思と人権を尊重した上で、相談者やその家族

等からの相談に誠実に対応し、相談者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、関係機

関と連携しながら、公正・中立な相談支援を行います。 

２．支援者が困難を感じる事例や、相談者にとって満足度の高い支援が行えるように、職員一

人ひとりが専門性を高めるとともに、関係機関と密接な連携のもとに支援を行います。 

３．障害の有無に関わらず、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、区自立支援

協議会事務局として協議会の活発な運営を担います。 

４. 兵庫区障害者地域生活支援拠点として「見守り支援事業」では、各関係機関と連携しなが

ら障害者の見守りを行いながら相談支援機能と地域社会資源の連携体制の構築に取り組み

ます。また短期入所事業所による緊急受入れ（緊急ショート）の調整及び相談を通じて、

障害者やその家族が地域で安心して生活し続けられるようにサポートします。 

また、災害時の要援護者支援として基幹福祉避難所開設訓練に参加するなど障害者の受け

入れに理解が得られるよう地域に働きかけたり、「地域支援機能強化事業」では、障害者の

地域移行を推進します。 

 

【神戸市障害者基幹相談支援センター】 

１．市内の特定相談支援事業者の統括および、区自立支援協議会と市自立支援協議会・神戸市

施策推進協議会の連携に向けた後方支援等を行うことにより、神戸市の相談支援体制の強

化に貢献します。 

２．兵庫県下の各圏域とのネットワークを活かして、法定研修のカリキュラム基づいた初任者

研修、現任研修を実施し、人材育成を含めた神戸市の相談支援体制の拡充と強化を図りま

す。 

 

【神戸市発達障害者中部相談窓口】 

１．発達障害のある方（以下、「相談者」という。）の意思と人権を尊重した上で、相談者やそ

の家族等からの相談に誠実に対応し、相談者が自立した地域生活と社会参加ができるよう、

関係機関と連携しながら、公正・中立な相談支援を提供します。 

２．困難ケースへの対応や、タイムリーな相談支援を行えるように、職員一人ひとりが専門性

を高めるとともに“組織による支援”を行います。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

地域で暮らす障害をお持ちの方や関係機関が身近で安心して相談できるセンターを目指します 
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2026 年度の事業計画について 

今年度から新たに指定管理の更新を経て、更なる神戸市からの信頼と事業実績を積み重ねて

いけるよう委託業務を適切に遂行し、相談支援の中核が担えるようにしていきます。 

障害者相談支援センターは兵庫区に 1 か所となっており、他区と比べて業務負担が大きく今

年度から職員を 1 名増員することになりました。地域生活支援拠点として相談支援機能と緊急

時の短期入所等の活用、地域社会資源の連携体制の構築、地域移行支援強化事業として地域移

行を推進し、関係機関とのネットワークの構築を図ります。また要援護者支援の一環として見

守り支援事業では、神戸市のアンケート調査により新たな台帳が整備され、順次対象者の訪問

を行いサービス利用につながっていない方を中心に訪問活動を行い、現状把握に努めます。災

害時要援護者支援では区内 3 か所の基幹福祉避難所開設訓練や地域の防災訓練に参加し、障害

者対応への理解を深められるよう働きかけます。また、地域ニーズの把握については、区自立

支援協議会の部会活動の事務局としての役割を担い、個別支援会議を開催し地域課題の抽出に

も力を入れていきます。委託の調査業務では区との連携を密に行い、居宅訪問を通して障害者

の現状を的確に反映した障害福祉サービス利用に繋げます。一般相談支援、計画相談支援では

事業所体制加算を確実に取得し、職員の入れ替わりにも対応できるよう所定の研修を順次受講

していきます。 

「ほっとかへんねっと兵庫」では積極的に実務者会や相談・災害支援プロジェクトに参画し、

他法人と協働して地域とのつながりを大切にします。実務者会や相談・災害プロジェクトへの

参加、他法人と協働して出張相談会に協力するなど地域とのつながりを大切にします。 

次に、基幹相談支援センターでは、地域との更なる連携・協働の方策、継続的な人材供給に

よる統括コーディネーターの育成などの課題に対処するために、神戸市と協議・検討を行い、

持続可能なセンターを目指します。また、初任者研修修了者を対象にファーストレベル研修を

行い、相談支援専門員の定着とフォローアップに力を入れていきます。市内特定相談支援事業

所の質向上のため「市内特定相談支援事業者連絡会及び研修会」を開催し、相談支援専門員の

スキルアップと事業所間の連携強化を図ります。県からの依頼では強度行動障害地域生活支援

事業の集中支援実地協議会に委員として参加します。今後も兵庫県下の圏域コーディネーター

等と協働しながら、法定研修に協力し相談支援専門員の育成に貢献します。 
最後に、発達障害者中部相談窓口では、市内 4 窓口から 3 窓口に体制整備が行われ、管轄区

の変更に伴い東部エリア（灘区、東灘区）と従来の兵庫区、中央区の 4 区を担当します。東部

エリアの相談者には利便性の課題もあり、出張相談を含めた支援を実施します。それに伴い相

談員を 1 名増員してアウトリーチにも力を入れ、他の窓口を牽引できるよう連絡会や研修会等

のコーディネートも行います。兵庫教育大学や関西学院大学からの巡回支援では事例検討を行

い相談員のスキルアップを目指します。また、担当地区内の地域活動支援センターとも連携（連

絡・訪問）してケースの困りごとを共有・検討し、適切な支援に繋げます。その他、グループ

セッションやペアレントトレーニングへの参加、各種学校からの研修依頼などにも積極的に協

力し、特に若年層の発達障害の疑いがある方へのアプローチを図ります。 

 

 

 

 

 

 

- 74 -



1．事業概要 

 開設年月日：2002 年 7 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業        (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害児・者 

知的障害児・者 

精神障害児・者 

2002 年 7 月１日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 
神戸市発達障害者中

部相談窓口 
－ 発達障害者 2009 年 7 月１日 

公益事業 
神戸市障害者基幹相

談支援センター 
－ 相談支援事業者 2012 年 5 月１日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

ひ ょ う ご

障 害 者 相

談 支 援 セ

ン タ ー の

委託業務、

指 定 特 定

（ 計 画 相

談）・指定

一般（地域

移 行 、 定

着）事業の

確 実 な 運

営 

地域生活支

援拠点とし

ての役割り

の遂行 

・見守り支援事業

/新たな台帳登録

者への訪問、関係

基幹との連携 

・緊急 SS 受け入

れ相談、調整 

・新台帳に基

づく訪問（身

体、肢体内部） 

・緊急 SS 受け

入れ相談（随

時） 

・前回訪問時

に気になるケ

ース（知的・

精神）への再

アプローチ 

・緊急 SS 受け

入れ相談（随

時） 

・関係機関と

の連携（民生

委員、あんし

んすこやかセ

ンター、基幹

福祉避難所） 

・緊急 SS 受け

入れ相談（随

時） 

自立支援協

議会事務局

運営 

・2 つの部会、4

つのプロジェク

トの運営 

・地域課題の抽

出、個別支援会議

の実施 

子育て支援プ

ロジェクトを

維 持 す る の

か、部会化す

るのか精査す

る。個別支援

会議の実施 

 

部会の適切な

運営と個別支

援会議の実施 

部会の適切な

運営と個別支

援会議の実施 

計画相談支

援の実践、各

種加算の取

得による収

益増 

・契約者数 36 件 

・相談支援専門員

の育成 

・加算要件の研修

受講 

・契約者数 36

名、年間計画

目標数 145 件 

・研修（現任、

高次脳）各 1

名受講 

・契約者数 36

名（主に対応

困難ケースの

た め 件 数 維

持） 

・研修（初任）

1 名受講 

・契約者数 36

名（主に対応

困難ケースの

た め 件 数 維

持） 

・研修（初任、

強 度 行 動 障

害）各 1 名受

講 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

基 幹 相 談

支 援 セ ン

タ ー の 在

り 方 を 検

討、方向性

を 明 確 に

する 

業務の効率

化、活性化を

図り、持続可

能なセンタ

ーを目指す 

・地域密着型のセ

ンターとして新

たな体制を検討 

・基幹業務とケー

スワークの両立 

・神戸市と事

業の方向性に

ついて確認、

共有 

・業務分担を

各所と協議 

・毎月神戸市

と定例打合せ

連絡会を立ち

上げ、業務の

進捗確認、情

報共有 

・業務分担の

見直し 

・定例打合せ

連絡会（神戸

市、他センタ

ー含む）で、

業務の進捗確

認、情報共有 

・業務分担の

定着 

人材育成、定

着 

研修企画や事例

検討会に積極的

に参加し多様な

方法で人材を育

てる 

2 名体制で各

種研修への参

加、研修講師 

・必要な知識

が得られるよ

う研修参加 

・SV、職員面

談を通して定

着を図る 

・必要な知識

が得られるよ

う研修参加 

・SV、職員面

談を通して定

着を図る 

発 達 窓 口

の 事 業 再

編 に 伴 い

エ リ ア 変

更 の 円 滑

な移行 

灘、東灘区の

相談者対応 

管轄区変更に伴

う引き継ぎケー

スのスムーズな

移行 

・出張相談を

含めた相談者

の利便性への

対応 

・東部、西部

地域の円滑な

引き継ぎ 

担当区（東灘、

灘、中央、兵

庫）の相談者

対応 

担当区（東灘、

灘、中央、兵

庫）の相談者

対応 

新着職員の

育成、定着 

新しい業務に慣

れ研修への積極

的な参加、OJT

の実践 

・面談に同席、

相談記録業務

に慣れる 

・必要な知識

が得られるよ

う研修参加 

・必要な知識

が得られるよ

う研修参加 

・SV、職員面

談を通して定

着を図る 

・必要な知識

が得られるよ

う研修参加 

・SV、職員面

談を通して定

着を図る 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

ひょうご障害者支援セ

ンターの委託業務、指

定特定（計画相談）・指

定一般（地域移行、定

着）事業の確実な運営 

地域生活支援拠点としての役割りの遂

行 

① 見守り支援事業/新たな台帳登録者

への訪問、関係基幹との連携 

② 緊急 SS 受け入れ相談、調整 

・新台帳に基づく訪問（身

体、肢体内部）によりサー

ビスにつながっていない方

へのアウトリーチ、関係機

関との連携に繋げる 

・緊急 SS 受け入れ相談（随

時）により、地域生活の継

続を可能にする 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

自立支援協議会事務局運営 

① 2 つの部会、4 つのプロジェクトの

運営 

② 地域課題の抽出、個別支援会議の実

施 

子育て支援プロジェクトの

方向性を検討、個別支援会

議を積極的に実施すること

で地域課題としての取り組

みを明確にする 

計画相談支援の実践、各種加算の取得

による収益増 

① 契約者数 36 件 

② 相談支援専門員の育成 

③ 加算要件の研修受講 

・契約者数 36 名、年間計画

目標数 145 件により、収益

の維持 

・研修（現任、高次脳）を

各 1 名受講し、職員の入れ

替わりにも加算要件を満た

せるようにする 

基幹相談支援センター

の在り方を検討、方向

性を明確にする 

業務の効率化、活性化を図り、持続可

能なセンターを目指す 

① 地域密着型のセンターとして新た

な体制を検討 

② 基幹業務とケースワークの両立 

・神戸市と事業の方向性に

ついて確認、共有しながら、

事業の継続を目指す 

・各所と業務分担の協議に

より、次年度の円滑な移行

に備える 

人材育成、定着 

① 研修企画や事例検討会に積極的に

参加し多様な方法で人材を育てる 

各種研修への参加、研修講

師により、人材育成につな

げる 

発達窓口の事業再編に

伴いエリア変更の円滑

な移行 

灘、東灘区の相談者対応 

①管轄区変更に伴う引き継ぎケースの

スムーズな移行 

・出張相談を含めた相談者

の利便性への対応のより切

れ目のない支援を行う 

・東部（灘・東灘）、西部地

域（須磨・長田）のケース

を円滑に引き継ぎ相談者の

不安を解消する 

新しい業務に慣れ研修への積極的な参

加、OJT の実践 

① 新着職員の育成、定着 

・面談に同席、相談記録業

務に慣れる 

・研修参加により必要な知

識を得て相談支援に活かす 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ひょうごデイサービスセンター 

施設長 大嶋 信幸 

 

ひょうごデイサービスセンターの基本方針 

1.利用者に重い障がいがあっても、利用者を支える家族も含めて、地域社会で『普通に生き

る』ことができるよう、『笑顔と真心』で支援する。 

2.利用者の『人権を尊重』し、『喜びと感動』を生み出すサービス提供に努める。 

3.利用者と家族の悩みや課題をしっかりと受け止め、個別支援計画に基づき、『専門性とチー

ムワーク』による『質の高い思いやりのあるサービス』を提供し、『地域社会に貢献』する。 

4.今までの手段や方法にこだわらず、人の持つ『知恵と無限の可能性』を信じ、『絶えず前進』 

することに努める。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 

利用者も職員もいきいきと輝く事業所 

 

2026 年度の事業計画について 

 今年度からスタートする第 6 期中期計画では、「利用者も職員もいきいきと輝く事業所」をビ

ジョンに掲げ、支援の質の向上と働きやすい職場づくりの両立に取り組んでいきます。ご利用

者が安心して通い続けられる場所であると同時に、職員一人ひとりが成長を実感し、やりがい

を持って働き続けられる事業所を目指して、新たな三年間の歩みを進めます。 

 まず、人材育成の仕組みの再構築に取り組みます。これまでの研修や OJT の成果と課題を整

理し、経験年数や役割に応じたフォローアップ体制を整備します。エルダー制度の再整理や再

履修の仕組みの検討を通して、学び直しや振り返りができる環境を整えます。職員が成長でき

る仕組みを構築することで、支援力の底上げと働き続けられる体制づくりにつなげていきます。 
 次に、送迎・入浴・機能訓練等の提供内容を改めて見直します。利用者ニーズの変化を丁寧

に把握し、提供回数や方法のあり方を考えていきます。限られた資源を有効に活かしながら、

一人ひとりにとってより効果的で満足度の高いサービスとなるよう検討を重ねます。 
また、短期入所の増床に向けて神戸市との協議を継続します。地域生活支援拠点としての役

割を果たすためにも、ニーズの高い短期入所の受け入れ体制強化は重要な課題です。設計段階

に入ることを踏まえ、その内容について具体的な協議を進めていきます。 
さらに、SNS を活用した情報発信についても検討を行います。事業所の取り組みや強みをわ

かりやすく発信し、地域や関係機関とのつながりを広げることで、新たな利用や協力関係の広

がりにつなげていきます。併せて、法人地区計画に参画し、記録の電子化についての情報収集

を進め、業務の効率化と質の向上を目指します。 

 生活介護事業、重心事業、就労 B 事業、短期入所事業と多岐にわたる事業を展開する中で、

それぞれの強みを活かしながら連携を深めることが重要です。職員同士が支え合い、学び合う

風土を育みながら、ご利用者も職員もいきいきと輝く事業所を目指して、職員一丸となって取

り組んでいきます。 
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1.事業概要  

 開設年月日：1996 年 5 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 

25 名 

身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  (第 2 種) 共生型通所介護 
要介護高齢者 

障害者 
2018 年 9 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 15 名 身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 重心・生活介護 20 名 重症心身障害者 2012 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 
6 名 

身体・知的障害者 2016 年 4 月 1 日 

公益事業 日中一時支援 身体・知的障害者 2018 年 10 月 1 日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

人 材 育 成

の 仕 組 み

の再構築 

（１）経験年

数・役割に応

じたフォロ

ーアップ体

制の整備 

全職員が安心し

て働き続けられ

る環境を整える 

フォローアッ

プ体制の再考

と立案 

フォローアッ

プ体制の実施 

振り返りと改

訂 

（2）外部研

修への参加

および内部

研修の開催 

職員の知識と技

術の向上 

外部研修の参

加及び内部研

修の仕組みづ

くり 

外部研修の参

加及び内部研

修の開催 

外部研修の参

加及び内部研

修の開催 

ニ ー ズ に

応 じ た サ

ー ビ ス の

見直し 

（１）送迎・

入浴・機能訓

練等の提供

内容の見直

し 

利用者満足度の

向上 

ニーズの把握

とサービスの

検討 

ニーズの把握

とサービスの

検討 

サービス内容

のシミュレー

ションを実施 

経 営 安 定

化 と 利 用

率の向上 

（１）SNS を

活用した事

業所の魅力

の発信 

新規利用者の獲

得 

発信方法の検

討と準備 

発信と分析・

見直し 

発信と分析・

見直し 

（２）短期入

所の増床に

向けて神戸

市との協議

を継続 

増床による収入

増加 

神戸市担当部

署と協議し、

設計図面の完

成 

・増床にむけ

ての改修工事 

・増床後の受

け入れ準備 

増床後の受け

入れ開始 

業 務 改 善

に よ る 働

き や す さ

の向上 

（１）ひょう

ごデイ全体

での協働体

制の確立 

業務効率化によ

る職員の負担軽

減 

5 中計の振り

返りと再考 

協働体制の実

施 

振り返りと改

善 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

（２）法人地

区計画（通所

事業所での

記録システ

ムの導入）に

参画し、記録

の電子化と

導入の検討 

記録時間の短縮

による負担軽減 

（地区計画） 

通所施設用の

記録システム

に つ い て 調

査、事業者に

よる説明会 

（地区計画） 

システム導入

（ モ デ ル 施

設） 

検証し課題の

共有 

（地区計画） 

継続使用と導

入施設の拡大 

導入後の効果

の検証（生産

性向上 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

経験年数・役割に応じ

たフォローアップ体制

の整備 

①エルダー制度の再整理 

②再履修制度の検討 

③その他フォローアップ体制について

の検討 

フォローアップ体制の再考

と立案 

外部研修への参加およ

び内部研修の開催 

外部研修の参加及び内部研修の仕組み

づくり 

外部研修で学んだことを内

部研修で全体のものとする 

送迎・入浴・機能訓練

等の提供内容の見直し 

①利用者送迎方法の見直し 

②入浴支援へのニーズ把握と提供回数

の検討 

③機能訓練へのニーズ把握と提供方法

の検討 

適切な回数・方法でのサー

ビス提供へ向けた見直しを

図る 

SNS を活用した事業所

の魅力の発信 

①事業所に適した発信方法を検討 

②SNS の発信準備 

事業所の魅力をアピールで

きる SNS の作成 

短期入所の増床に向け

て神戸市との協議を継

続 

①神戸市担当部署と協議 

②設計士と図面を検討 

短期入所フロア居室増床の

設計図面完成 

ひょうごデイ全体での

協働体制の確立 

①5 中計の振り返り 

②6 中計での取り組み内を検討 
新たな取り組み内容の決定 

法人地区計画（通所事

業所での記録システム

の導入）に参画し、記

録の電子化と導入の検

討 

神戸地区の計画に参加 

（地区計画） 

通所施設用の記録システムについて調

査、事業者による説明会 

記録システムについての情

報収集 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 自立センターひょうご 

施設長 三木 卓也 

 

自立センターひょうごの基本方針 

1．利用者の人権を尊重し、『心の声』に耳を傾け、寄り添い、共に歩みます。 

 2．利用者が地域の中でその人らしく暮らすことを支えるため、『福祉のプロ』集団として個 

々の専門性を高め、チームワークによる質の高いサービス提供を目指します。 

3．地域の社会資源として、諸機関・諸団体と連携し、地域福祉の向上に努めます。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

  一人ひとりが 地域とつながり ワクワクする未来を ともに創ります 

 

2026 年度の事業計画について 

 2026 年度は第 6 期中期計画（2026～2029）の初年度となります。第 6 期は 5 つの重点取組テ

ーマを柱に、従来から取り組みを進めているテーマもさらに継続、展開していきます。 

 1 つ目は、ご利用者ご家族が安心して過ごせるグループホームの開設です。第 5 期中期計画

から継続して取り組んでおり、重度知的障害のある方が安心して過ごすことのできるグループ

ホーム建設に見合う土地探しに奔走していますが、なかなか具体的な建設用地確保には至って

おらず、さらなる知恵を重ねて情報収集に力を注ぎ、ご利用者・ご家族の将来が安心できるよ

う計画を推し進めます。 

 2 つ目は、職員の支援力向上と平準化を図るため、グループの枠を超えた支援体制の構築で

す。ご利用者の特性に応じた各グループごとのきめ細やかな支援にとどまらず、職員がどのグ

ループに入ってもご利用者への統一した支援が行えるよう、職員間の情報共有と意思疎通を図

り、定期的にグループ間を横断的に往来して支援する体制づくりを行います。 

 3 つ目は、地域と共に歩み地域に必要とされるために、これまで培ってきた地域の諸機関と

の交流イベントの開催や従来のトライやるウィーク・福祉体験学習（ワークキャンプ）の受け

入れに加え、近隣小中学校に出向いての福祉教育を企画し、福祉の魅力や理解啓発を積極的に

発信していきます。 

 4 つ目は、ご利用者の高齢重度化に合わせたより専門的な支援体制を整え、支援を必要とし

ているご利用者に一人でも多く選ばれるセンターを目指すとともに、新たな加算取得に取り組

むことで安定した財務運営につなげます。 

 5 つ目は、業務の効率化に向けて、神戸地区アクションプランに掲げる計画と連動しながら、

記録システム導入による効率化・省力化の検討、支援マニュアルの電子化をはじめとするペー

パーレスの推進などセンター内業務の見直しと改善を実施します。 

 最後に、自立センターひょうごは今年で開設 30 年の節目を迎えます。これまでの歩みに感謝

しつつ、第 6 期中期計画に掲げるこれらのテーマを、ワクワクする未来に向けて一つひとつ創

意工夫しながらチャレンジしていきます。 
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1．事業概要 

 開設年月日：1996 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 
60 名 

知的障害者 2007 年 4 月 1 日 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  (第 2 種) 共生型通所介護 要介護高齢者 2018 年 9 月 1 日 

 

2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

利用者・家

族 が 安 心

で き る 未

来 に 向 け

て 

グループホ

ームの開設 

安心できる過ご

しの場所を提供

する 

土地の選定、

確保、購入 

設計、整備内

容の検討、完

成 

補助金申請、

契約、着工～

竣工、指定申

請、事業開始

(2029 年度～) 

職 員 の ス

キ ル ア ッ

プ・モチベ

ー シ ョ ン

に向けて 

グループを

超えての支

援体制の構

築 

グループを問わ

ず利用者の対応

ができる 

職員体制の検

討、構築、実

施 

職員体制の見

直し、実施 

職員体制の見

直し、実施 

地 域 で 必

要 と さ れ

る 自 立 セ

ン タ ー を

目指して 

近隣小中学

校との交流 

地域の子どもが 

福祉に触れる機 

会を作る 

福祉教育につ

いての情報収

集、アンケー

ト実施 

福祉教育の企

画、実施方法

の検討 

近隣小中学校

での福祉教育

の実施 

安 定 し た

運 営 を 目

指して 

利用率の向

上（安定した

給付費の確

保） 

必要としている 

方に選ばれるセ 

ンターとなる 

重度加算の準

備、申請、取

得 

新規利用者の

獲得 

重度加算の取

得 

新規利用者の

獲得 

重度加算の取

得 

新規利用者の

獲得 

業 務 の 効

率 化 に 向

けて 

記録ソフト

の導入 

記録業務の効率 

化・省力化を図る 
情報収集 導入準備 

導入、運用開

始 
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3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

意思決定支援の推進 
①意思決定支援の取り組み（年 2 回） 

②高齢重度化への対応 

ご利用者の意思を尊重した

支援、環境整備を行う 

地域交流の継続・充実 

①地元企業との地域清掃の協働実施 

（月 1 回） 

②よつば寄席の開催（年 2 回） 

③よつばコンサートの開催（年 1 回） 

④福祉体験学習、トライやるウィーク

の受け入れ（適宜） 

地域との交流、地域貢献の

取り組み、福祉への理解啓

発を行う 

内部研修の充実・外部

研修への積極的参加 

①テーマ別（職員育成プログラム、基

本理念、介護技術、感染症など）研

修の実施（各、年 1～2 回） 

②外部専門研修（強度行動障害研修な

ど）への積極的な参加（適宜） 

基礎知識の習得、専門スキ

ルの向上を図る 

ムリ・ムラ・ムダを省

く（収支の健全化） 

①人員配置体制加算Ⅰの維持 

②オープン見学会、学校訪問の実施（年

2 回） 

③祝日営業、送迎サービスの工夫 

受け入れ体制の整備、利用

率の向上、安定した運営を

行う 

魅力あるセンターを目

指して（ペーパーレス

の推進） 

①マニュアルの更新とデータ化 

②センター内の業務改善の実施 

③SNS による広報、発信（月 1 回） 

マニュアルの活用、センタ

ーPR、働きやすい職場環境

をつくる 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

ワークセンターわかまつ 

施設長 岩本 康則 

 

ワークセンターわかまつの基本方針 

1． 法人の基本理念に基づき、ご利用者のニーズに即した支援を行います。 

2．個別支援計画に基づき、人権を尊重し支援を行います。 

3．就労継続支援施設として、働く喜び、社会人としての役割などを伝えていきます。 

4．“人間力づくり”“こころづくり”“ものづくり”ができるよう支援します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

みんながつながり、ワクワクする未来のために 創造的進化を続けます。 

～利用者と職員が共に、“今の自分を”大切にしながら、 
いきいきとやりがいを持って活躍できる施設へ～ 

 

2026 年度の事業計画について 

 ワークセンターわかまつは分場時代を含めて32年目を迎えます。ご利用者の平均年齢も44.8

歳となり、今や“高齢化”が進む施設です。第 6 中計では中高年となったご利用者に配慮しな

がら、ご利用者・職員の双方が「いきいきとやりがいを持って活躍できる施設」を目指します。 

第 6 中計の 3 か年を「わかまつ」の“変革”に向けた重要な期間と位置づけ、初年度である

2026 年度には、以下の 3 点について重点的に取り組んでいきます。 

1 つ目は、「利用者の高齢・重度化への対応」です。ご利用者の多くが 40 代、50 代となり、

これまでには見られなかった課題が顕在化しています。職員が有機的につながり、お互いに協

力できる環境を整備することで、利用者へのよりきめ細やかな支援の実現を目指します。また、

利用者の再アセスメントを通して、中高年のご利用者の現状を再確認し、より適した作業支援

の提供やご利用者の将来を見据えた提案につなげていきます。 

 2 つ目は、「持続可能な経営」です。今後、施設を 40 年、50 年と継承していくうえで、財務

面および運営面の見直しが急務です。まず、就 B 施設として進むべき方向性を明確にする取り

組みに着手します。具体的には、特別支援学校を中心とした 5 年先の利用者予備軍の動向把握

や新たな作業の実施に向けた情報収集などに取り組みます。続いて、採算が取れていない「ま

つぼっくり」の今後について方向性を整理することが必要です。まず、新商品の展開による売

上増を目指しながら、その効果検証を行います。その結果をもとに、次年度以降の対応を検討

します。 

3 つ目は、「より働きやすい環境整備」です。初年度は、AI 導入に向けたルールづくりとその

活用に取り組みます。事務作業の効率化により、利用者支援の時間確保ならびに超過勤務削減

を目指します。 

1．事業概要 

 開設年月日：2004 年 10 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 40 名 知的障害者 2011 年 4 月 1 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

利 用 者 の

高齢・重度

化 へ の 対

応 

① 職員の 

オールラウ

ンド化（作業

支援・ 利用

者支援両面 

） 

イレギュラー時

においても作業

支援および利用

者の個別対応が

できる体制整備 

・各作業班で

職員の入れ替

えを月２回程

度実施し、相

互にカバーで

きる環境整備

に着手 

・各作業班の

マニュアル等

の整備 

・継続的な月

２回の職員入

れ替えによる

相互サポート

体制の定着 

・作業班横 

断による相互

サポート体制

の完了 

② 利用者 

の再アセス

メントによ

る作業支援

の再構築 

より良い作業支

援や利用者の将

来を見据えた支

援の提供 

・現在のツー

ルを基礎にア

セスメント内

容の改良 

・高齢重度化

している利用

者のアセスメ

ント先行実施 

・高齢重度 

化している利

用者のアセス

メント実施 

・ 支 援 ツ ー

ル、ジグの作

成、環境整備 

・現利用者に

適した作業開

拓 

・高齢重度化

に該当しない

利用者のアセ

スメント実施 

・ 支 援 ツ ー

ル、ジグの作

成、環境整備 

・現利用者に

適した作業・

活動の提供 

収 支 状 況

の 改 善 に

よ る 持 続

可 能 な 経

営 

① 目指す 

べき就 B 像

の明確化 

就 B 施設として

これから進むべ

き方向性の提示 

・5 年先の利

用者予備軍の

動向把握 

・新たな作業

の実施に向け

た情報収集 

・提供する支

援の基準明示

（ｵﾌﾟｼｮﾝ料金

の設定含む） 

・目指すべき

就 B 像と支援

対象者の検討 

・新たな作業

の検討（活動

場所も含め） 

・目指すべき

就 B 像の提示 

② まつぼ 

っくの活用

方法とあり

方の検討 

今後のまつぼっ

くりの方向性を

決定 

・新たな営業

内容および活

用方法の検討

と実施 

・新たな取り

組みの効果を

検証 

・まつぼっく

りの新活用等

の継続と検証 

・これまでの

歩みの振り返

り 

・今後の方向

性を確定 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

よ り 働 き

や す い 環

境整備 

① 事務作 

業の効率化 

AI など先進技術 

の活用による事 

務作業の軽減 

・AI の活用範

囲の確定 

・事務作業で

の AI の活用 

・事務作業で

の AI の活用 

・AI の活用の

検証 

・事務作業で

の AI の活用 

・AI の新たな

活用方法の検

討 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

職員のスキル向上（利

用者の高齢・重度化へ

の対応） 

① 内外部研修による利用者の高齢重 

度化に対応できるスキルの獲得 

・年 1～２回の外・内部研修

の実施 

・研修内容の共有 

利用率の増加 ① 登録利用者の増員 

・年度途中入所者 1 名確保 

・利用者アンケート調査に

よる今後の利用動向収集 

・現支援学校生他の進路動

向の把握と営業 

環境改善 ① 施設の環境改善 

・神戸市への空調工事と

LED 化の進捗確認 

・公用車、PC 等の入替計画

作成  

・作業場、事務所内の環境

整備計画作 

積極的な実習の受け入

れ 
① 様々な実習の受入 

・福祉人材育成への貢献 
・新規利用者獲得へのきっ

かけづくり 
・実習を受け入れることで

新たな気づきを職員ができ

る 

関係機関との連携を強

化 

① 自立支援協議会、ほっとかへんネッ 

ト長田との連携 

すまいんど部会、長田区防

災部会、就労系連絡会、ほ

っとかへんネット長田へ積

極的に参加し連携する 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 せいれいやさかだい 

施設長 岩井 誠一 

 

せいれいやさかだいの基本方針 

1.基本的人権を尊重した支援・サービスを提供します。 

 2.小集団において一人ひとりが主体性を発揮し、自己表現できる集団作りを目指します。 

3.企業内事業所としての与えられた仕事に責任を持って取り組み、社会参加の喜びを提供し

ます。 

4.生活介護事業所(友が丘事業所)のプログラムのオープン活用と、地域に開かれたサービス

提供を目指します。 

5.親なき後の安心、安全な生活実現を目指します。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

「やりがい・生きがい・働きがい」を合言葉に充実した活動の提供・安定した作業内容・質

量を確保し、一日でも長く・より多くご利用いただける居心地の良い事業所（居場所）をつ

くります。 

 

 

2026 年度の事業計画について 

 2025 年度は、入院をはじめとする数々のイレギュラーが発生し、利用者数の獲得及び利用率

の達成には遠く及ばず、引き続き厳しい経営状況となりました。今年度こそは安定した経営を

目指し、定員数の確保に取り組みます。 

第 6 期中期計画では地区ごとの課題改善に向けた取組みが掲げられました。やさかだいとし

てはご利用者にとっての「やりがい・生きがい・働きがい」の実現に向け、ご利用者ニーズと

満足度の向上に取り組みます。様々な取り組みを通じ一日でも長く、より多くご利用いただけ

るよう、よりよい場（居場所）の提供に努めます。 

また、ご利用者の健康面の変化・悪化に伴う長期欠席を減らすため、ご家族（後見人）・医療

関係機関・関係事業所等との連携を強め、受診で得られた情報をもとに予防的支援の実施にも

力を尽くしていきます。 

 

 

 

1．事業概要 

 開設年月日：1991 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 10 名 身体・知的障害者 1991 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 15 名 身体・知的障害者 2005 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 15 名 身体・知的障害者 2021 年 1 月 4 日 
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2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1．福祉従

事 者 の 育

成 

（１）理念研

修の開催 

法人理念を理解

した働きができ

る人材の育成 

 

・法人理念、

キリスト教福

祉の意義につ

いて学びでき

ることが増え

る。（年 1 回） 

・振り返りと

学びの継続、

働 き 方 の 変

化・気付きが

増える。 

（年 1 回） 

・振り返りと

学びの継続、

働 き 方 の 変

化・気付きを

意識でき人材

が定着。 

（年 1 回） 

（２）支援の

専門性・スキ

ルの向上 

基礎知識習得に

留まらず、個々の

専門性・スキル向

上を図る 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・強度行動障

害支援者養成

研修受講 

（年 1 名） 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・強度行動障

害支援者養成

研修受講 

（年 1 名） 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・強度行動障

害支援者養成

研修受講 

（年 1 名） 

2．新規利

用者獲得 

（１）法人内

のサービス

移行希望者

の 情 報 共

有・調整を行

う体制の構

築 

事業所間の連携

を強化しご利用

者のニード実現、

満足度向上によ

り他法人への流

失を防ぐ 

・利用に対す

るニード・不

満の声を共有

し、利用者ニ

ーズの最適化

を検討する場

を作る。 

・移行希望者

のニーズを確

認し体験利用

を含めた調整

を実施。最適

化を促進。 

・移行希望者

の 調 整 を 実

施。最適化を

促進。（年１～

2 名） 

（２）関係機

関（支援学

校・相談機

関・役所等）

への営業活

動 

事業所の活動・作

業内容等を広く

知ってもらい選

択肢に加えても

らう 

・関係機関へ

の営業活動継

続。 

・事業所間合

同 見 学 会 開

催。（年 1 回） 

・関係機関へ

の営業活動継

続、事業所間

合同見学会開

催。（年 2 回） 

・新規利用者

獲得（1 名） 

・営業活動継

続、合同見学

会の開催、新

規利用者の獲

得（年 1 名） 

3．高齢化

す る 利 用

者 支 援 の

質の向上 

（１）事業所

全体で行う

ケース会議

の実施 

事業所全体で個 

別ケースについ 

て支援できる体 

制をつくる 

・Web ツール

を活用したケ

ース会議を定

期開催。（年 6

件） 

・Web ツール

を活用したケ

ース会議の開

催数拡大。（年

6 件以上） 

・Web ツール

を活用したケ

ース会議の開

催数拡大。（年

6 件以上） 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

（２）健康に

係る支援の

強化 

欠席の長期化を 

予防することを 

目的に受診付添 

いを強化し、早期 

対応と利用再開 

を支援する 

・過去 2 年間

の病歴･入院

歴･治療内容

の情報集積・

データ化。 

･共有により

発病・症状の

早期発見。 

・治療中を含

めたリストの

更新・新情報

の共有で早期

発見の機会が

増える。 

・リストの更

新・新情報の

共有で早期発

見・気付きが

増え、長期欠

席の減少、家

族の信頼も上

昇。 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

１．人材育成 

①Web 研修（ウェルビー）導入 

（年間研修策定・進捗及び受講状況の

管理） 

①いつでも受講できる環境

の提供により基礎知識の取

得・受講漏れがなくなる 

（予定研修の全員受講） 

２．事業に求められる

必須研修・記録整理 

①行政監査時に求められる必須研修の

確実な実施・記録の保管 

①研修運営会社と協力し、

減算対象の研修未実施を防

止、記録等の保管を確実に

行う（各種ファイリング） 

３．業務に係る記録整

理と活用 

①各種記録・会議録・マニュアル等の

整理 

②利用者の健康に携わる支援の強化

（受診付き添い・同行の強化、利用者

の既往歴の更新・共有） 

①関係資料・会議録・各種

データ等を整理し、分かり

やすく扱いやすくする。 

更新の実施(年 1 回) 

②発病・症状の早期発見機

会を増やし、欠席の長期化

を予防（健康理由の欠席が

減少） 

４．労務の管理 
①勤務表を作成し、確実な労務管理を

実施する 

①公休(振休)未消化の予

防、有給取得の管理 

５．地域交流・連携・

関係性の維持・促進 

①すくすく・さくら・ことぶき喫茶へ

の参加（月 1 回） 

②しゃべりーなでの昼食（月 2 回） 

③地域の大掃除に参加（年２回） 

④ふるさと祭り・反省会、安心安全コ

ミュニティ像の集い、地蔵盆、支え合

い学習会、友愛カーニバル 等 

①②地域の方と交流し、情

報発信・交換・関係性の維

持を図る 

③④地域自治会・地域住民

への事業所アピール、障害

への理解促進 
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取組テーマ 実行計画 目指す成果 

６．地域貢献活動の実

施 

①テニスコート横公園の芝生の水やり

（7～8 月にかけて３～4 回） 

②バス停と周辺道路の清掃活動（週 1

回） 

①地域貢献活動の実施 

②地域からの信頼の維持・

向上 
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2026 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームのぞみ 

施設長 岩井 誠一 

 

グループホームのぞみの基本方針 

1.一人ひとりの基本的人権を尊重したサービスを提供します。 

 2.利用者の障害特性を理解し「その人らしい暮らし」を共に考え支援します。 

3.一人ひとりが主体性を発揮し、生活の場面で生きがいを感じられるよう支援します。 

4.安心・安全な生活が送れる環境づくりと衛生面の提供を行います。 

5.地域の皆さんとの交流機会を求め、利用者の積極的な関わりと参加に努め地域に開かれた

関係づくりをめざします。 

 

第 6 期中期計画のビジョン 

 利用者一人一人に寄り添い、ご家族・医療機関との連携をはかり健康面に配慮し、その人ら

しく生活できるグループホームを目指します。 

 

2026 年度の事業計画について 

 2025 年度は、ご利用者の健康面（持病）の悪化に伴う入院治療を要する方が 2 名ありました。

加齢に伴う白内障、繰り返していた胆石による苦痛から胆のう摘出手術。共に入院・療養を要

しました。更に足首の骨折により入院治療・リハビリを要する方がでるなど、想像を超える事

態が続けて起こりました。ご家族・施設関係者・医療機関等と連携を行い対応に努めました。 

今年度は、昨年度からご家族に推進してきた、訪問医療・訪問看護・訪問リハビリの導入を

より推進し、ホームとして協力できる体制を整え、ご利用者の病気や怪我の早期発見・早期治

療につなげるように努力いたします。また、連携する医療機関から得られた情報及び対応を職

員間で共有し、ご利用者の健やかな生活の提供に努めたいと思います。高齢化するご家族の身

体の具合に配慮し、緊急対応が必要な事態にもできる限りの支援で応えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．事業概要 

 開設年月日：2021 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助  8 名 身体・知的障害者 2021 年 4 月１日 

 

- 91 -



2．第 6 期中期計画（3 か年の推進策） 

重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

1．福祉従

事 者 の 人

材育成 

（１）理念研

修の開催 

法人理念を理解

した働きができ

る人材の育成 

 

・法人理念、

キリスト教福

祉の意義につ

いて学びでき

ることが増え

る。（年 1 回） 

・振り返りと

学びの継続、

働 き 方 の 変

化・気付きが

増える。 

（年 1 回） 

・振り返りと

学びの継続、

働 き 方 の 変

化・気付きを

意識でき人材

が定着。 

（年 1 回） 

（２）支援の

専門性・スキ

ルの向上 

基礎知識習得に

留まらず、個々の

専門性・スキル向

上を図る 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・専門性に係

る研修受講 

（年 1 名） 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・専門性に係

る研修受講 

（年 1 名） 

・基礎知識に

係る外部研修

受講（年 2 名） 

・専門性に係

る研修受講 

（年 2 名） 

２．医療機

関 等 と の

連携 

（１）医療機

関（訪問医

療・訪問看

護・リハビ

リ）との連携

を図り利用

者の健康面

の予防・急変

等に備える 

訪問医療をはじ

めとした医療連

携を進め、ホーム

での生活が利用

者にとってより

安心・健やかに暮

らせる場所にす

る 

・かかりつけ

医が異なる状

況は初期対応

等を困難にし

ていたため訪

問医療との連

携 を 推 進 す

る。（訪問医と

の契約者を増

やす） 

・訪問医療等

の医療連携を

推進すること

により、利用

者 の 健 康 予

防・早期治療

など支援しや

すい体制をつ

くる 

・医療連携を

推進により利

用者の健康予

防 ・ 早 期 治

療・利用率の

向上に繋ぐ。 

・ご家族の安

心感が増す。 

（２）利用者

の健康に係

る支援向上 

欠席の長期化を

防ぐため、受診付

添い・同行等を通

常支援とし受診

対応・利用再開を

支援する 

・過去 2 年間

の病歴・入院

歴・治療中の

内容をデータ

化し共有。 

・支援者が発

病・症状を早

期発見。(入院

1 名以内) 

・治療中を含

めたリストの

更新・新情報

の共有で早期

発見・迅速な

対 応 が 増 え

る。（入院 1 名

以内） 

・リストの更

新・新情報の

共有で早期発

見・迅速な対

応が増え、職

員の不安が減

少。(入院 0

名） 
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重点取組 

テーマ 
実行計画 目  標 

2026 年度 

目指す成果 

2027 年度 

目指す成果 

2028 年度 

目指す成果 

３．最適な

支援提供 

（１）利用者

の状態に応

じた支援（食

事形態・介護

方法等）の速

やかな対応

の実施 

加齢に伴う個々 

の健康状態・介護 

状態の変化に応 

じた最適な支援 

を速やかに提供 

する 

・医療機関及

び法人の専門

職(栄養士)に

食事形態・介

護等の相談を

行い提供。 

（年 1 回） 

・医療機関及

び法人の専門

職(栄養士)に

食事形態・介

護等の相談を

行い提供。 

（年 2 回） 

・医療機関及

び法人の専門

職(栄養士)に

食事形態・介

護等の相談を

行い提供。 

（年 3 回） 

 

 

3．2026 年度施設事業計画 

取組テーマ 実行計画 目指す成果 

１．人材育成 

①Web 研修（ウェルビー）導入 

（年間研修策定・進捗及び受講状況の

管理） 

①いつでも受講できる環境

の提供により基礎知識の取

得・受講漏れがなくなる 

（予定研修の全員受講） 

２．重度障害者対応グ

ループホームの成長 

①支援及び専門知識の習得 

②利用者の体調変化に対応した支援の

提供 
③医療関係機関（訪問医・訪問看護・

リハビリ）との連携強化 

①介護技術等の専門研修参

加研（年 2 名以上） 

②LINE等でリアルタイムに

情報共有を行う 

（時間の確保） 

③利用者の状態に応じた対

応・予防対策の実施 

３．家族との交流機会

の開催 

①家族との集いを維持する 

②高齢ご家族の状況を把握し、ご利用

者に応じた支援を行う 

①家族の集いを実施 

（年 2 回） 

②個別ケースに応じ、必要

な支援を提案・提供する 

４．地域との交流 

①地域連携会議を機会とし住民・他事

業所との連携を図る 

②地域行事・活動への参加 

①地域連携会議の開催 

（年 1 回） 

②大掃除の参加（年 2 回） 

５．災害時の備え 

①非常食の充足・ローリングストック

の実施 

②ＢＣＰ訓練の実施 

①非常食・備蓄品の補充（備

蓄品目を増やす） 

②訓練の実施（年 1 回） 

 

- 93 -



2026年度　事業計画別表　１（事業目標） ※稼働日数が協定等で定められている事業以外は

　 法定年間稼働日数で利用率を算出しています

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2026年度 2025年度 2026年度 2025年度 2026年度 2025年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

特養 平生園 60 21,243 20,170 97.0 92.1
〃 さくらの苑 29 10,268 10,168 97.0 96.1
GH わらしべ 18 6,439 6,459 98.0 98.3

入所 恵生園 60 20,778 20,513 94.9 93.7 0 1
〃 真生園 50 17,087 17,050 93.6 93.4 0 0
〃 神戸愛生園 50 16,790 16,314 92.0 89.4 0 0
〃 神戸明生園 60 21,384 21,327 97.6 97.4 1 0
GH グループホームもみの木 5 1,825 1,825 100.0 100.0
〃 グループホームかしの木 7 2,054 2,023 80.4 79.2
〃 グループホームかしの木Ⅱ 5 888 1,479 48.7 81.0
〃 めぐみ 6 1,493 1,436 68.2 65.6
〃 せいれいやまて 10 3,232 3,192 88.5 87.5
〃 たいのはた東（定員5人＋体験1人） 5 1,735 1,705 95.1 93.4
〃 南落合 5 1,526 1,377 83.6 75.5
〃 アリエッタ北須磨 10 2,944 3,095 80.7 84.8
〃 のぞみ 8 2,439 2,460 83.5 84.2
〃 きたすま 5 1,813 1,810 99.3 99.2
〃 みなみたもん 5 1,735 1,714 95.1 93.9
〃 ふくだ 10 3490 3465 95.6 94.9

単位＝人 単位＝％

2026年度 2025年度 2026年度 2025年度

目標 実績見込 目標 実績見込

高齢 さくらの苑 10 3,464 3,663 94.9 100.4
障害 恵生園 3 607 717 55.4 65.5
〃 真生園 4 364 403 24.9 27.6
〃 神戸愛生園 5 913 893 50.0 48.9
〃 神戸明生園 10 787 1,485 21.6 40.7
〃 アクシスひょうご 6 2,731 2,600 124.7 118.7

単位＝人 単位＝％

2026年度 2025年度 2026年度 2025年度

目標 実績見込 目標 実績見込 2026年度 2025年度

通所 さくらの苑 18 4,737 4,566 84.9 81.8 310日 310日
〃 デイセンターひょうご（共生型） 25 295 181 4.4 2.7
〃 神戸市立自立センターひょうご（共生型） 60 0 0 0.0 0.0

生活 恵生園 60 15,719 15,582 97.4 96.5
〃 真生園 50 12,960 13,063 96.4 97.1
〃 神戸愛生園 60 15,450 14,822 95.7 91.8
〃 神戸聖生園 60 11,480 11,785 71.1 73.0
〃 せいれいやさかだい 25 5,796 5,823 86.2 86.6
〃 神戸光生園 57 11,703 11,688 76.3 76.2
〃 神戸明生園 70 18,506 18,661 98.3 99.1
〃 デイセンターひょうご（多機能型） 25 4,764 4,618 70.8 68.7
〃 神戸市立自立センターひょうご 60 11,649 12,176 72.2 75.4 2026年度 2025年度

〃 トゥモロー 8 1,110 1,083 58.1 56.2 239日 241日
〃 インクルージョンひょうご 20 2,531 2,358 47.0 43.8

日中 真生園 5 2 0 0.1 0.0
〃 神戸明生園 10 54 81 1.5 2.2
〃 アクシスひょうご 6 0 0 0.0 0.0 2026年度 2025年度

児童 すまいる 20 3,443 3,601 73.3 75.3 235日 239日
〃 らみい 10 1,850 1,853 71.4 71.0 259日 261日
〃 エスポワールこじか 10 1,898 1,912 79.7 80.0 238日 239日
〃 めぐみ 10 1,855 1,676 69.0 62.3

年間稼働日数

市との協定日数

市との協定日数

市との協定日数
市との協定日数

特養・グループホーム・施設入所支援
（入所型事業）

定
員
数

利用率① 地域生活移行

短期入所支援事業
定
員
数

利用率①

利用延べ人数

利用延べ人数

通所介護・生活介護・児童発達・放課後等ﾃﾞｲ
重症心身障害者日中活動支援事業

日中一時支援事業
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数
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単位＝人

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2026年度 2025年度 2026年度 2025年度 2026年度 2025年度 2026年度 2025年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

移行 ワークセンターひょうご 20 3,241 4,047 60.2 75.2 8 4 278 313
選択 ワークセンターひょうご 10 144 ― 5.4 ― ― ― ― ―
相談 しごとサポート中部 ― ― ― ― ― ― ―
〃 神戸障害者就業・生活支援センター ― ― ― ― ― ― ―

単位＝人 単位＝％ 単位＝円 単位＝円

2026年度 2025年度 2026年度 2025年度 2026年度 2025年度 2026年度 2025年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

就B 和生園 40 8,305 8,306 56.9 56.9 220 202 29,554 27,038
〃 せいれいやさかだい 15 2,501 2,431 45.7 44.4 128 126 16,240 15,984
〃 神戸友生園 40 6,716 6,697 46.0 45.9 109 135 11,245 13,902
〃 神戸光生園 33 6,722 6,891 55.8 57.2 117 118 15,500 15,620
〃 デイセンターひょうご 15 2,513 2,446 45.9 44.7 87 98 3,730 4,224
〃 ワークセンターわかまつ 40 0.0 0.0

単位＝件

2026年度 2025年度

目標 実績見込

居宅 居宅介護支援事業さくらの苑 660 904
障害 ぴあほくたん 457 438
〃 発達障害者支援センター・ブランチ 800 600
〃 エスポワールこじか相談支援事業所 207 262
〃 恵生園相談支援事業所 244 254
〃 神戸障害者就業・生活支援センター
〃 しごとサポート中部
〃 ひょうご障害者相談活支援センター 8,300 8,240
〃 神戸市発達障害者中部相談窓口 700 611
〃 きたすま障害者相談支援センター 8,975 10,295
〃 神戸聖隷総合相談センター 602 647

単位＝件

2026年度 2025年度

目標 実績見込

障害 あったかプラザ（飲食店） 3,505 3,893
〃 Tunagari（飲食店） 3,973 3,915
〃 障害者雇用就業・定着拡大推進事業 330 329

単位＝人

医療 真生園診療所
〃 風発達クリニック
〃 神戸愛生園診療所

2026年度 2025年度

365日 365日
269日 269日

注意： 利用率の計算方法

※年度途中に開所・閉所の場合、上記計算方法を応用
【例】 定員20名の通所事業が1月に開所し、3月までの利用延べ人数が1250人の場合

利用率＝1250人÷（20人×（23日＋20日＋23日))＝94.7％

①入所型事業及び短期入所事業 利用延べ人数÷（定員数×365日）
②日中型事業 利用延べ人数÷｛定員数×（365日-8日×12ヶ月）｝

就職者数

診療所
診療延べ人数

2026年度 2025年度
目標 実績見込

障害児

来店人数

職場開拓事業

発達障害者

障害者

就労定着支援
利用延べ人数

法定年間稼働日数

相談・緊急対応

相談

80 79

介護予防・地域交流・職場開拓
件数

項目

相談・緊急対応

就労移行支援事業・就労相談
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数

居宅介護支援・相談支援
支援内容

・対象

支援件数

就労継続支援B型
（日中型事業）

利用延べ人数定
員
数

利用率②

法定年間稼働日数

1,068 1,068
1,730 1,680
3,000 3,400

時間給工賃（平均）

7,142
障害者

ケアマネージング

障害者

来店人数

発達障害者

障害者
7,200

月配分額（平均）
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2026年度　事業計画別表　２（設備整備計画） 100万円以上

拠点区分名 恵生園 平生園

施設件数№ 1 1

件名 ナースコール及びPHS更新・見守りカメラ設置工事 見守りカメラ設置事業

内容概略
ナースコールの老朽化及びPHS機器終了に
伴う更新と、業務効率化の為の見守りカメラ

設置工事

見守りカメラ10台
システムソフト導入

整備完了時期
（予定）

2027年3月 2026年8月

事業見込金額
（千円）

19,793千円 3,000千円

サービス区分
(財源)

生活介護 平生園（特別養護老人ホーム）

財源科目
施設整備等補助金収入、人件費積立資産取崩収入、
備品積立資産取崩収入、減価償却積立資産取崩収入 ICT導入補助金、修繕積立金取崩

備考
（補助金・助成金）

介護テクノロジー導入支援事業補助金 兵庫県ICT導入補助金事業

補助金・助成金
（千円）

9,708千円 1,500千円

拠点区分名 平生園 わらしべ

施設件数№ 2 1

件名 ほのぼの５年使用権パック ほのぼの５年使用権パック

内容概略
ほのぼの財務会計システム

ほのぼのNEXTクラウド
ほのぼのケアパレット使用権

ほのぼの財務会計システム
ほのぼのNEXTクラウド

整備完了時期
（予定）

2026年12月 2026年12月

事業見込金額
（千円）

3,577千円 1,049千円

サービス区分
(財源)

平生園（特別養護老人ホーム） わらしべ（認知症対応型共同生活）

財源科目 修繕積立金取崩 介護報酬収入

備考
（補助金・助成金）

なし なし

補助金・助成金
（千円）

なし なし
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拠点区分名 神戸愛生園 神戸明生園

施設件数№ 1 1

件名 改築・改修 施設大規模改修

内容概略 増築改修にかかる費用（手付金）

全館：浴室全面改修、手洗い洗面台改修、ト
イレブースやり替え、手すり設置、居室建具
交換　旧館：空調更新、内装やり替え、換気

設備更新

整備完了時期
（予定）

2028年3月 2027年11月

事業見込金額
（千円）

200,000千円 50,000千円（着手金）

サービス区分
(財源)

神戸愛生園生活介護（借入金） 神戸明生園（生活介護）

財源科目 設備資金借入金 減価償却積立資産取崩収入

備考
（補助金・助成金）

なし なし

補助金・助成金
（千円）

なし なし

拠点区分名 中部在宅障害者福祉センター 自立センターひょうご

施設件数№ 1 1

件名 ネットワーク設備更新 グループホーム建設

内容概略
無線LANアクセスポイント設置及びLANケー

ブル、ルータ、スイッチングハブの入替
グループホーム建設のための用地取得

整備完了時期
（予定）

2027年3月 2027年3月（予定）

事業見込金額
（千円）

4,500千円 30,000千円

サービス区分
(財源)

前期繰越金及び運営資金 自立センターひょうご（生活介護）

財源科目 事務消耗品費及び賃借料
積立資産取崩収入

（移行時人件費積立資産取崩収入、修繕費積立資産取崩収
入）

備考
（補助金・助成金）

なし なし

補助金・助成金
（千円）

なし なし
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